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開会挨拶 

市川 伸一（東京大学） 

 

 本日はたくさんの方にお集まりいただき、ありが

とうございます。私たちはこの数年、科学研究費の

プロジェクトを遂行するために月に一度集まり、打

ち合わせなどを行っています。その中でも、現在動

いている一番大きなプロジェクトは、京都大学の

Manalo 先生を研究代表者とした 21 世紀型スキルに

関するプロジェクトです。本日は「心理学から 21 世

紀型スキルの育成を考える」というタイトルで、そ

のプロジェクトの中から幾つか、特に教育実践とも

関係が深い研究について発表させていただくことに

いたしました。 

 

 

 

 セッションは午前中に一つ、午後に二つあります。

発表が盛りだくさんの中で、皆さんからのご意見、

ご質問なども、できるだけたくさん受けていきたい

と思います。今日は一日よろしくお願いします。 
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セッションⅠ：対話的な学びに関する信念とスキル 

趣旨説明 

深谷 達史（群馬大学） 

 

 本シンポジウムのタイトルにある「21 世紀型スキ

ル」については、もともとはアメリカなどのグロー

バル企業が中心でしたが、今はアメリカやオースト

ラリアなどさまざまな国が参加して、21 世紀型スキ

ルの定義や育成の在り方を考えるプロジェクトが立

ち上がっており、本も出されています。そこでは 21

世紀型スキルは、次のように定義されています。「解

が一意に定まらぬような複雑な問題を解決するため

に必要な力、変化する環境に対して適応するだけで

なく、そこで変革を起こしていくような力」です

（Slide 1）。 

 

 

Slide 1 

 また、Manalo 先生が、研究プロジェクトを立ち上

げる際に、21 世紀型スキルの三つの要素を示されて

います。それは、深く学ぶ力、他者と対話する力、

批判的に考える力です。（Slide 2, Slide 3）このプロジ

ェクトに関わる 10 名を超える研究者それぞれが、各

要素に対応する研究を行っています。今日はその中

でも特に、深く学ぶ力と他者と対話する力の育成に

関わる研究の発表がなされます。 

 

Slide 2 

 

Slide3 

 教育課程の中で、教科の知識だけではなく、その

学習を通じて社会で活きるような資質・能力の育成

を目指すことは、日本では「生きる力」が提唱され

た頃から重視されています。さらに、次の学習指導

要領の改訂に向けて昨年中教審から出された答申で

も、三つの学びとして、教科知識に加えた資質・能

力の育成ということが謳われています。 

 その一つが、「対話的な学び」です。これは他者と

相互作用をしながら学びを進めていく力です。ただ

し、他者と対話するときに、単に他の人と相互作用

をさせればよいというだけではありません。もう一
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つ大事になってくるのは、「深い学び」という視点で

す。答申の中でも、他者と相互作用する中で、習得・

活用・探究の中で、深い学びを促していく重要性が

強調されています（Slide 4）。 

 
Slide4 

 また、そうした学びを通じて、学習者としての主

体性を育成していくことも挙げられています。ここ

で重要なことは、先生に言われたから対話をしたり、

学んだりするというのではなく、効果的な学び方や

学習についての考え方を学習の主体として意識して、

授業の内外で学びを進めていくということです。常

に学校で先生が助けてくれるわけではなく、将来社

会に出たときには自分で学習を回していかなくては

なりません。教育では、そうした学習の自立を促す

ということが目標の一つとなります。そのためにも、

効果的な学習方法や学習の考え方を身に付けて、主

体的にその学びを進めていくことが教育目標として

大事にされてきているといえます。 

三つのセッションに分かれて研究発表がなされま

す。午前中のセッションでは特に「対話的な学び」

に関する三つの研究発表があります。午後の一つ目

は「深い学び」に関するセッションで、三つの研究

発表が行われます。午後の二つ目は学習者の「主体

的な学び」を促すための教育の在り方についてのセ

ッションで、三つの研究発表が行われるという構成

になっています（Slide 5）。 

 

 
Slide 5 

 各セッションの中で、最後に討論の時間を設けて

います。各研究発表は 15～20 分で、その後に簡単な

質疑応答の時間を設けます。セッションの最後にも

20～30 分質疑応答の時間を設けているので、活発な

ご質問、ご意見等を頂ければ幸いです。長い一日に

なるかと思いますが、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 
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「相互作用のある学習におけるモニタリング」 

篠ヶ谷 圭太（日本大学） 

 

1.問題意識 

 授業では、学習内容についてお互いに説明し合っ

たり、難しい問題を協力して解決するといったよう

に、小グループで学習者同士が発話し、相互作用を

行う活動が行われることがあります（Slide 1）。 

 

 相互作用に関する研究は効果研究、プロセス研究、

要因研究の 3 つに分けられます（Slide 2）。効果研究

は、相互作用をすることでどんな学習成果に結びつ

くのかを調べる研究です。プロセス研究は良い相互

作用の特徴とは何かを調べる研究であり、要因研究

とは、効果的な相互作用を規定する要因について調

べる研究です。 

 

 簡単に相互作用に関する研究知見を概観してみる

と、効果研究では、相互作用を学習者同士で行わせ

ることで、概念理解や知識の定着が促されることが

示されているほか、批判的思考力や、人の意見を聞

いた上で自分の意見を主張するといった社会的スキ

ルも向上することが報告されています（Slide 3）。 

 

 中でも、概念理解や知識定着に効果的であるとさ

れている相互作用とは以下のようなものです。学習

者に内容について教え合いをさせたときに、説明を

して、相手がそれに対して「こういうことか」と解

釈します。さらに「でもここがちょっとよく分から

ないのだけど」と質問をして、その質問を受けて、

説明者は「つまりこういうことだよ」と意味づけを

したり、かみ砕いて説明したりします。さらに相手

がどのぐらい分かっているかを確認するために「本

当に分かっている？」「どこまで分かっている？」と

確認的な質問をします。それに対して今度は相手が

「つまりこういうことだよね？」と意味づけを行い

ます。このようなやりとりをすることで、理解が深

まり、知識がどんどん関連づけられていくといわれ

ています。 

 まとめますと、先行研究では、理解を深めるため

に効果的なやりとりとは、「つまりこういうことだ」

といったように学習者が知識の意味づけを行うこと、

また、そのような発話を相手から引き出すための質

問が行われることが重要になるといわれています

（Slide 4）。 

Slide 1 

Slide 2 

Slide 3 
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 相互作用に影響を及ぼす要因としては、本当にい

ろいろなものがこれまでの研究で扱われており

（Slide 5）、まず、学習者はどのような知識を持って

いるか、学習者がどのぐらいやる気があるのか（動

機づけ）といった「学習者要因」が相互作用の質に

影響を及ぼすといわれています。 

 

 また、相互作用を行う場合は、学習者同士の関係

性という変数も生まれてきます。仲が良いかどうか

で当然、相互作用の質が変わってきますし、発話の

量が変わってくることは想像できると思います。こ

のように学習者が集まることで生まれてくるような

変数に私は「学習者間要因」という名前を付けてい

ますが、このような要因を扱った研究もあります。 

 それ以外に、教える側がどのような働きかけを行

えばよい相互作用が行われるのかを調べた研究もあ

ります。 

 一つ目は視覚化ツールの利用です。お互いの意見

や考えが見えるように、図やマップといった視覚化

ツールを使うと、良いやりとりが行われるようにな

るといわれています。二つ目は方略指導です。よい

相互作用の仕方を教えてあげると相互作用の質が高

まるといわれています。三つ目は評価構造で、個々

人の学習成果を評価するのではなく、グループの出

来を評価してあげるとよいという研究もあります。

四つ目は自律性支援です。人間は自分のことは自分

で決めたい、やりたいという自律性欲求を持ってい

るといわれており、教師から課題を与えて「これを

やりなさい」と指示するのではなく、選ばせること

は自律性を支援する働きかけといわれています。そ

のように教師から強制的に与えるのではなく、学習

者の自律性を尊重してあげるような働きかけをする

と、相互作用が促進されるという研究もあります。

五つ目は役割教示です。グループの中でリーダー役、

質問役、評価役といった役割を与えると相互作用が

うまくいきやすくなるということも報告されていま

す。 

これらの要因は、教える側の働きかけに関する要

因ですので、学習者を取り巻く環境要因、もしくは

指導者側の要因として分類しています。ここまで、

相互作用に関する先行研究の概観部分で、大まかに

どんな研究がこれまで行われているかをお話ししま

した。 

 

2.モニタリングの重要性 

 とはいえ、実際に授業の中で、「学習内容に関して

お互いに教え合ってみましょう」、「説明し合ってみ

ましょう」と指示をしても、なかなかうまくいかず、

問題のあるやりとりが生じます（Slide 6）。その一つ

のタイプが一方的な手続きの提示です。小学校の算

数で、聞く側の学習者が「面積のこの問題が分から

ないんだけど」と聞くと、教える側は「だって、縦

が 8.5 で横が 19 だから」と言って、ワークシートに

「ここに式をこういうふうに書いて」と指示をしま

す。聞く側が「えっと・・・」ともたついていると、

「違うってば！これを見て。これを写して！」と指

示したりします。 

Slide 4 

Slide 5 
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 これは先ほど述べた効果的なやりとりとはほど遠

い、一方的な手続きだけを教え込んでいく、または

見せてマネをさせるだけのやりとりになっていると

思います。実際に我々が高校に行って学習内容の教

え合いをさせた時にも、このようなやりとりは結構

出てきました。 

 なぜこういうことが起きるのか、その様子を見な

がら考えたのですが、ここで考えられるのがモニタ

リングの重要性です（Slide 7）。先ほど述べましたよ

うに、効果的な相互作用に見られる発話は、相手の

説明を引き出す問いかけや、相手の理解度を尋ねる

質問、自分なりにかみ砕いて解釈を加えた説明であ

るといわれています。 

 

 こうした発話が生じるには「相手の理解のモニタ

リング」が重要なのではないかと指摘されています。

相手がよく分かっていなさそうだから、かみ砕いて

もう少し説明を加えるのだと思いますし、相手の理

解状態をチェックしようと思っているからこそ、「ど

こまで分かっている？」と相手に説明を求めるのだ

と思います。 

 学習者が一人で学習するときに、頭の中でどんな

処理をしているか、自分の学習をどう調整している

のかを研究した自己調整学習の研究では、学習の調

整が行われるプロセスについて提唱されています

（Slide 8）。そこでは、学習者はまず目標状態と自分

の現在の状態の差異をモニターするといわれていま

す。例えば、内容をきちんと理解するという目標を

設定していれば、その目標が達成できているのか、

自分はどういう状態にあるのかをモニターして、差

異が検出されたら、その差異を埋めるように自分の

学習を調整していきます。よく分かっていないと思

ったら、もう一回読み直したり、やり方を変えてみ

るといった学習の調整を行うのです。 

 

 他の学習者との相互作用においても学習者は自分

の理解状態をモニターしながら学習に取り組んでい

るであろうと考えられますが、相互作用の場合、自

分の理解状態だけが対象になるわけではありません

（Slide 9）。自分の理解だけではなく、相手の理解状

態や自分と相手の理解がどう違うのかといったこと

もモニターしている可能性があるということが先行

研究では指摘されています。ただ、実際に相互作用

の中で学習者がどんなことをモニターしているかを

測定した研究は見当たりません。そこで、今回の私

の研究では、学習者が相互作用の中で何をモニター

しているのかを測る質問紙を作り、さらに実際にど

ういうモニタリングをしている人が、どんな発話を

Slide 6 

Slide 7 

Slide 8 
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しているのかを検討しました。 

 

 

3.相互作用中のモニタリングに関する質問紙の作成 

 まず、予備調査の話を簡単にします（Slide 10）。 

 

 この予備調査で、相互作用中のモニタリングに関

する質問紙を作りました（Slide 11）。中学 1・2 年生

を対象に、数学の学習を取り上げ、グループ活動時

に何に注意しながら取り組んでいるかを聞きました。

「ペアやグループになる活動でどんなことに注意し

ていますか」という教示のもとで自由記述をしても

らいました。その結果、出てきた回答を分類すると、

やはり、自分が間違った説明をしていないか、自分

がちゃんと理解しているかに注意しながら活動に関

わっているという回答がありました。こちらは自分

の理解状態をモニターするという活動です。 

 

 ただ、それだけではなく、相手の説明が間違って

いないか、相手がちゃんと分かっているかといった

ように、他者の理解状態をモニターする活動も出て

きました（Slide 12）。他に、自分と相手が同じように

理解できているか、自分と相手の考えがどう違うか

をモニターしながら活動に取り組んでいると回答し

た生徒もいました。こちらは自他差異と名前を付け

ました。自分と他者の差異をモニターするというタ

イプのモニタリングになります。 

 

 このように、予備調査によって、学習者同士で相

互作用を行う場合は、自分の理解状態だけではなく、

相手の理解状態もモニタリングの対象に入ってくる

ことが分かりました（Slide 13）。相手がちゃんと分か

っているか、自分と相手が同じように理解できてい

るかといったこともモニターしながら学習者は活動

に取り組んでいるということです。 

Slide 9 

Slide 10 

Slide 11 

Slide 12 
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 そして、実際に今のような三つの因子に分かれる

のかを調べたのが予備調査 2 です（Slide 14）。 

 

 高校生を対象に、数学を取り上げて質問紙調査を

実施しました。実際にデータを取って、質問紙デー

タを因子分析にかけてみると、先ほどの三つの因子

に分かれることが示されました。したがって、モニ

タリングは自分の理解モニターと、相手の理解モニ

ター、さらに、自分と相手の差異モニターの三つに

分かれることがこの調査で確認されました。 

 

4.相互作用中のモニタリングと発話の関係 

 次に、相互作用中のモニタリングと発話の関連を

調べた本調査をご紹介します（Slide 15）。 

 学習者は相互作用中にいろいろな発話をしますが、

先行研究では、関係性や学習者の動機づけといった

要因が相互作用に影響を及ぼすといわれています

（Slide 16）。 

 

 

 これまでの研究では、こうした要因と相互作用の

関係は調べられてきています。ただ、私が注目した

いのは、相互作用中に頭の中でどういうことをして

いるかということです。そこで、相互作用中のモニ

タリングと発話の関係を調べたのが今回の研究です。 

 大学生を対象に、私が担当している授業の中で、

「ジグソー学習」について議論してもらいました

（Slide 17）。教材文のコピーを配り、それを読んでも

らってから、ジグソー学習のメリットやデメリット

は何かをペアで議論するという課題を与えました。

議論の時間は約 10 分で、その前後に先ほど作ったよ

うな質問紙を使って学習者のモニタリングを測りま

した。 

 活動前の質問紙では動機づけや相手との関係性を

測定しました（Slide 18）。重要なのは、活動後の質問

紙です（Slide 19）。議論を実際に終えた後で質問紙を

配布して回答してもらったのが「議論中のモニタリ

ング」で、自己の理解、他者の理解、自分と相手の

Slide 13 

Slide 14 

Slide 15 

Slide 16 
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差異に関するモニタリングについて測定しました。 

 

 

 

 また、ペア活動中の発話についても回答してもら

いました。質問紙は今回の研究の中で作ったので、

まだ十分に因子構造を確認できていませんが、因子

分析の結果、「確認的質問」、「問題指摘」、「説明要請」

という三つのタイプに分類できました（Slide 20）。確

認的質問は、自分の言っていることに筋が通ってい

るかどうかを相手に聞いてみる発話、問題指摘は、

相手の理解の仕方のどこがおかしいかを指摘する発

話、説明要請は相手に説明を求める発話です。議論

の中で自分が何を話していたのかも、活動後の質問

紙で回答してもらい、測定しました。 

 

 Slide 21 は、モニタリングと発話の関係を分析した

結果です。注目していただきたいのは、他者の理解

状態のモニタリングの得点が、議論中の 3 種類の発

話の得点と有意な正の関連を持っていたことです。

つまり、相手の理解状態をモニターしながら活動に

取り組んでいた人ほど、相手に確認的な質問をし、

相手の発言のどこがおかしいか問題点を指摘し、相

手に対して説明を求めていたということです。 

 

 

5.考察、限界点と今後の展望 

 今回の研究で、発話のカテゴリは三つ抽出されて

います（Slide 22）。確認的質問、問題指摘、説明要請

は、どれも先行研究で示されている、効果的なやり

とりのために必要な発話ですが、この発話と関係す

Slide 17 

答

Slide 18 

Slide 19 

Slide 20 

Slide 21 
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るのが「相手の理解状態のモニタリング」だという

ことが今回の研究から見えてきました。したがって、

相手の理解にもっと注意を向けさせることが重要だ

ということが、この結果から指摘できるといえます。 

 

 ただし、今回の研究では、相互作用中の学習者の

モニタリングに注目して、それをデータとして測定

しました（Slide 23）。 

 

 このような方法でモニタリングと発話の関係を検

討しましたが、ここでの発話とは、質問紙を用いて

自己報告で測定したものですので、やはり今後は実

際の発話データとの関係を見ていく必要があるとい

えます。また、実際にどのぐらい理解できていたか

という概念理解のデータも取れていないので、どう

いうモニタリングをしている人がどのような発話を

していて、どのような理解に至っているのかを統合

的に調べていく必要があると言えます。 

 

 

「授業中の『学び合い』に対する態度測定尺度の 

開発と中学校教育への応用実践」 

瀬尾 美紀子（日本女子大学） 

 

1.問題意識 

 現在、「主体的・対話的で深い学び」というフレー

ズが教育界に広まり、次期学習指導要領にも入ると

いうことです（Slide 1）。この動きに対して、グルー

プ活動の型だけを導入する授業が増える懸念があり

ます。実際、グループ活動をただ導入するだけです

と、誰か一人に押し付けたり、逆に誰かが一人で作

業してしまうなど、こちらが理想として求めている

ようなものにはならない様子も見受けられ、そうし

た状況がますます広がってしまうのではないかとい

うことが懸念されます。 

 

 具体的にここで大事になってくることは、どんな

学び合いが理想的な形なのか、個人レベルでも、学

級レベルでも明確にすることではないかと考えます。

かつ、研究者がそれを明確にすればいいというわけ

ではなく、その具体的なイメージをまず生徒自身に

持たせて、先生たちもそれをはっきりイメージしな

がら指導、支援を行っていくことが重要です。 

 本研究の目的は、学び合いへの参加・関与態度を

測定する尺度開発と利用方法を提案することです

（Slide 2）。特徴としては、研究者だけではなく、中

学校の先生方と一緒に考えることです。そのことに

よって、授業自体も変わっていくこと、学び合いに

Slide 22 

Slide 23 

Slide 1 
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おける評価への良い影響が生まれればと考えていま

す。また、生徒にも質問紙の結果をフィードバック

して、自分自身の授業態度の改善につなげていくこ

とを狙っています。 

 

 尺度開発にあたって概観した先行研究は、協同学

習研究、授業態度研究、「深い学び」の関連研究に分

けられます（Slide 3）。 

 

 心理学では協同学習に関する先行研究が多く行わ

れています。主に認知の部分、例えば、協同作業認

識（長濱・安永・関田・甲原、2009）に関する研究が

行われています。グループ作業について、「一人でや

った方が早いから、他の人は手を出さないでほしい」

と捉えるのか、「みんなと一緒にやると自分の考えも

はっきりして深まる」と考えるのか、そういった認

知の部分が扱われています。認知がメインになって

いる一方で、自分がどのような姿勢・構えで取り組

むかという学び合いへの参加態度についての先行研

究は見当たりませんでした。 

 そこで、授業そのものにどう取り組むかという授

業態度研究も参考にすることにしました。授業で、

発表を積極的にするか、先生の話をしっかり聞いて

いるかといった授業態度の研究です。特に①児童の

積極的授業参加（布施・小平・安藤、2006）や②児童

の能動的学習意識（澤邊・野嶋、2014）にそういっ

た学び合いの側面が含まれていたので、この①と②

も参考に今回の尺度を作成しています。①、②を見

ていくと、深い学びという視点が少し不足している

と感じたので、深い学びの関連研究として、批判的

思考態度（平山・楠見、2004）や質問態度（道田、

2011）を参考にしながら尺度を構成していくという

方針を決めました。 

 尺度開発のプロセスでは、先行研究の知見と、教

室場面でよく観察されるような学習者の行動を項目

化して、素案 45 項目を科研プロジェクト会議で検討

していただきました（Slide 4）。 

 

 会議で出された意見を反映させたものを、今度は

中学の校内研に持っていき、先生方の理想的な学び

合いや深い学び合いには、具体的にどのような学習

者の姿があるかフリートークしていただき、それら

を整理して最終的に 34 項目を作成しました。五つの

カテゴリを設定しています。自分の意見を言う「主

張」、人の話をしっかり聞く「傾聴」、分からないこ

とをそのままにしないで確認する「質問態度」、じゃ

Slide 2 

Slide 3 

Slide 4 
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んけんなどではなく良い点や悪い点を見ながらグル

ープの意見をまとめる「議論の調整・統合」、人の話

をうのみにせずに主張が根拠に基づいているかを考

える「批判的思考」です。 

 質問紙調査は、現在、都内の 2 校の中学校にお願

いしてデータを取り終わったところです（Slide 5）。

706 名、24 学級です。調査項目は「学び合いへの態

度」の他に、「協同学習に対する認知」、また、「学習

意欲」、「学び合いの好き嫌い」、「学び合いの授業経

験量」などを併せて測定しています。 

 

 

2.分析結果 

 尺度構成については、因子分析を行い、5 因子に

分けられることが確認できました（Slide 6）。それぞ

れの項目がまとまっているかどうか、下位尺度の内

的一貫性を調べたところ、まとまりは問題ないであ

ろうことを確認できています。 

 Slide 7 の表は五つのカテゴリと下位尺度の項目例

です。1）や 14）というのが項目例で、これは実際に

質問紙に載せている番号ですが、こういったものが

同じカテゴリとしてまとまりました。こちらを見て

いただくと、カテゴリ名から「質問態度」が消えて

いることにお気付きになるかと思います。この「質

問態度」の項目３）が、「議論の調整・統合」に入っ

たり、「主体的主張」のところに「疑問を感じたら言

葉で表す」などとして入ったり、分散して入ってい

て、「質問態度」としてはまとまりませんでした。た

だ、意味合いからすると、質問というのはいろいろ

なところに絡んで、議論の調整や統合にももちろん

絡みますし、分からないまま進んでしまうのではな

く、それをはっきり主張することにも関わるので、

今回の結果は妥当かと感じています。 

 

 

 まだ仮説レベルですが、学び合いの下位尺度の理

論的な構造として、主体的な成分、対話を重視する

成分、深い学び合いにつながる成分があるのではな

いかと考えています。例えば、主張には「主体的主

張」という主体的な部分と「論理的主張」という深

い主張の部分があり、Slide 8 のように位置付けられ

るかと思います。傾聴も、自分と異なる意見もしっ

かり聞く、相づちを打ちながら聞くという主体的に

聞く部分と、深く聞く、考えながら聞く批判的思考、

深い成分があります。さらに議論の調整・統合は、

言いっぱなし、やりっぱなしではなく、お互いに調

Slide 5 

Slide 6 

Slide 7 
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整していくということで、対話的な相互作用として

位置付くのではないかと考えています。 

 

 分析結果をご紹介します（Slide 9）。まず、学年や

性別による影響が見られるかどうかを検討していま

す。「議論の調整・統合」、「主体的傾聴」に、女子の

方が男子よりも数値が大きいといった、性別の主効

果が出ています。男子よりも女子の方が、他者の発

言をよく聞くし、議論の調整や統合に関わろうとし

ている、という結果です。この結果は、学年の違い

に関係なく共通して見られました。 

 

 また、「論理的主張」と「批判的思考」に交互作用

が出ました。男子において 1 年生よりも 3 年生が「論

理的主張」と「批判的思考」の数値が高いという結

果が見られています。また 1 年生の「論理的主張」

では、女子の方が男子より高く、3 年生の「批判的思

考」では男子の方が女子より高いという結果も得ら

れています。 

 さて、私自身が着目したいのは、クラスごとに差

がどのように出ているのか、個人ごとにどんなプロ

フィールを描いているかということです（Slide 10）。

先に、学級の差を分散分析で分析しました。24 学級

に差があるかを分析したのですが、「議論の調整・統

合」、「主体的傾聴」、「批判的思考」の三つに有意差

が出て、差があることが確認できました。「主体的主

張」や「論理的主張」は，有意差は確認されません

でした。この結果については，もう少し別の指標と

の関連も含めて検討していきたいと考えています。 

 

 これらの学級間の差を具体的に把握するため、学

級ごとにレーダーチャートを描いてみました（Slide 

11）。24 学級の平均を基準にして、そこからどれぐら

い逸脱、広がったりへこんだりしているのかを可視

化しました。 

 特徴的な学級を三つ見ていただきます。例えば、

1 年 R 組のプロフィールは Slide 12 のような形にな

っています。「0」は 24 学級の平均を意味し、そこか

らこの学級がどのぐらい得点としてプラスやマイナ

スになっているか分かります。この学級は、「主体的

傾聴」は 1.66 なので、その値の分プラスに出ていま

すが、「主体的主張」、自分の意見などを発表すると

ころがへこんでいるので、聞く方を頑張っている傾

聴型学級だということが分かります。一方、1 年 S 組

はその反対のパターンで、主張の方が傾聴よりも頑

張れているタイプです（Slide 13）。いずれも議論の調

Slide 8 

Slide 9 

Slide 10 
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整・統合は平均的です。 

 

 

 

 3 番目は 2 年生の学級です（Slide 14）。こちらの学

級は「主体的主張」や「主体的傾聴」は平均的です

が、「論理的主張」や「批判的思考」といった深まり

の成分は少しへこんでいます。深まりを期待したい

学級であると言えます。 

 

 今回開発した尺度は、こうしたレーダーチャート

で個人や学級の特徴を把握することができます。そ

して結果を活用して、授業目標づくり、つまり次の

学期はどう頑張るか決めてもらうことや、授業者に

よる評価に使うことができると考えています（Slide 

15）。今、協力していただいている中学校では、こう

いうことについて、先生たちが自主的に取り組んで

くださっています。 

 

 

3.本研究の意義と課題 

 本研究の課題としては、標準得点化でレーダーチ

ャートを作りましたが、相対的な指標のため、集団

が向上すると、個々の向上が捉えられないという問

題点があります。個々の生徒や学級の変化について

は、それらを適切に捉えられる指標を用いる必要が

Slide 11 

Slide 12 

Slide 13 

Slide 14 

Slide 15 
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あります。（Slide 16）。 

 

 もう 1 点、現在はクラスの個々のメンバーを足し

算して学級の状態を指標化しているのですが、足し

算でいいのか、掛け算すべきではないのかなど、統

合する数式についても、グループダイナミクスなど

の理論を参考に改良していければと考えています。 

 今後の展開は、以下の通りです（Slide 17）。 

 

 学力との関連、教師評価との関連、他の心理尺度

との関連など、評価尺度としての妥当性を検証し、

心理尺度としても，妥当性の高いものにしていけれ

ばと思います。 

 また、「学び合い態度」の発達プロセスをどのよう

に描けるかも，今後の検討課題です。集団や個人の

学び合いにおける目標づくりと実践を行って、学び

合いの態度はどう変容していくのかについて、確認

していきたいと考えています。 

 

「高等教育でのプレゼンスキル育成 

―対話的な学びを通して―」 

田中 瑛津子（名古屋大学） 

 

 私は大学院生を対象とした教育プログラムに関わ

っています。大学院教育は、今までは専門的な知識

やスキルばかりに着目していましたが、近年、リー

ディング大学院が設置されるなど、リーダーシップ

やコミュニケーションスキルといった多様なスキル

もしっかり教育していこうとする流れがあります。

例えばイギリスなどは比較的進んでおり、transferable 

skills training といい、いろいろな場面で役立つスキル

のトレーニングが多く行われています（Slide 1）。 

 

 

1.プレゼンスキルに関する先行研究の課題 

 今回は多くある 21 世紀型スキルの中のコミュニ

ケーションスキルに着目し、さらにその中のプレゼ

ンスキルに着目しました。大学院生ともなると発表

内容も非常に複雑で、そういった複雑な内容を分か

りやすく、相手が説得されるような形で発表するス

キルは、アカデミアで研究者になったとしても、社

会に出ても非常に重要なので、これを伸ばすような

授業設計に取り組みました。 

 今まで、プレゼンスキルに関する多くのハウツー

本が発売されています（Slide 2）。これを読んで勉強

すればいいではないかと思うのですが、知識を得る

ことと、その知識を使って実際にできるスキルは別

Slide 16 

Slide 17 

Slide 1 
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であるといわれており、知識・ポイントを教えられ

るだけではなく、実際にそれを身に付けることが大

事になります。プレゼンスキルに関する先行研究に

は、マルチメディアを利用すると効果があるという

研究が幾つかあります（Tsai, 2011; 國平他, 2011）。他

には事例報告的なものがありました。 

 しかし、「何をどう教えるか？」という授業設計の

提案やその効果を検討したものは見られませんでし

た。従って、この研究では何をどう教えるかという

授業設計の提案を行い、実際にその効果を検討した

いと考えました。 

 

 

2.授業設計 

 忙しい中でワークショップに来てくれる学生に限

られた時間の中でできるだけ多くのものを吸収して

もらうために、本研究における授業では、ティップ

ス、ポイントをたくさん教えるのではなく、良いプ

レゼンのための大きな枠組み、考え方を伝えたいと

考えました（Slide 3）。 

 

 多くの学生が失敗する典型例が、自分中心のプレ

ゼンになってしまうことです。例えば、たくさんの

ことを伝えたくて情報を詰め込み過ぎてしまったり、

相手の反応を見ずに早口で話してしまったり、そう

いう自分中心のプレゼンを改善することを主眼に置

きました。従って、聞き手中心のプレゼンをするた

めの要素を伝えて、スキルを獲得してもらう授業を

目指しました。 

 最初に示したのが、「良いプレゼンとはどういうも

のか」ということで、この授業ではそれを聞き手中

心のプレゼン（audience-centered presentation）と定義

しました。それに必要な三つの要素として、一つ目

が論理立ったストーリー性がある話の構成（logical 

story）。二つ目が理解を助けるスライド（helpful slide）、

スライドが主役ではなく、あくまでも主役である話

し手を引き立てるようなスライドです。三つ目は、

一方的に情報を伝えるのではなく、相手の反応を見

た、相手を引き付けるような語り（ engaging 

conversation）です。 

 次に、どう教えたか、について説明します（Slide 

4）。知識を習得するだけではなく、スキルとして身

に付けてもらいたいということで、市川先生の「教

えて考えさせる授業」をヒントに授業設計をしまし

た。「教えて考えさせる授業」は四つの段階からなり

ます。まず、教師からポイントが説明されて、説明

活動など、その理解を確認する活動があり、さらに

その理解を深めるための活動、最後に自分の学びを

振り返る活動があります。 

Slide 2 

Slide 3 
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 まず、教師からの説明として、先ほど挙げた三つ

の要素のポイントを説明しました。その後、理解確

認として、TED Talk という 3 分ぐらいのプレゼンを

見せて、先ほどのポイントを踏まえて、それを分析

しました。その次に理解深化として、ポイントを自

分が作ってきた発表に適用して、自分の発表をより

良いものにしてもらいます。実際にそれを友達相手

に実施して、ピアフィードバックを受けました。こ

の理解確認と理解深化の段階では、一方的に知識を

受け取るのではなく、学生同士話し合いながら、対

話的学びをしました。三つの要素について、それぞ

れ三つの段階を踏んで、ステップごとに学んでいき、

最後に自己評価、振り返りを行いました。 

 

3.研究の方法 

 参加者は大学院生修士 1 年生 16 名です（Slide 5）。

留学生もいるので、授業は全て英語で行われました。 

 

 実験的な手続きは、1day ワークショップの事前と

事後に実際に 5 分のプレゼンを学生にしてもらいま

した。自分の研究を自分の領域外の人に説明するプ

レゼンと、自分が所属しているプログラムについて

他の人に説明するプレゼンの 2 種類です。その様子

を全て録画しました。プレゼンが終わった後に、自

分の研究紹介のプレゼンを見て自己評価をしてもら

いました。事後プレゼンも同じ要領で行いました。

全てのプレゼンは録画され、後で専門家にどれが事

前か事後か分からないようにランダムに提示して、

ルーブリックに基づいて評価してもらいました。 

 ここで、授業の大体の流れを具体的に示します。

最初に、良いプレゼンとは何か、三つの要素は何か

を簡単に説明します（Slide 6）。 

 

 その後に、logical story について教師から説明を行

いました（Slide 7）。Logical story を作るためには三つ

のステップが大事だという話をします。まず、キー

メッセージ、何を伝えたいか明確にします。そして、

そのキーメッセージを伝えるために、オーディエン

スが欲しいであろう情報を選択して、最後に論理的

に話すにはどういう順番がいいか、どこに強調点を

置いて発表すればいいのか考えます。 

Slide 4 

Slide 5 

Slide 6 
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 ポイントをざっくり説明した後に、実際に TED 

Talk のプレゼンテーションを見て分析するという理

解確認の活動をしました（Slide 8）。例えば、このプ

レゼンでキーメッセージは何だったか。TED Talk は

一般の人に行うので、学会での発表とはかなり違い

ます。では学会の発表と TED Talk はどういうところ

が違うか、それは logical story という観点から見ると、

どういう話の組み方の違いがあるのかを話し合って

もらいました。最後にもっとこうしたら良くなると

いう提案はあるか、議論を行いました。 

 

 次に、理解深化の活動として、実際に自分の 5 分

の研究発表の論理構成、話の流れについて、ポイン

トを踏まえて改善させる時間を取って、その後、ペ

アになって実際にその流れを説明してみます（Slide 

9）。ここでは、スライドなどは使わずに紙とペンで

説明してもらいます。そのときに「そこはよく分か

らない」「そこはもう少しこうした方がいい」という

ピアフィードバックを行ってもらいました。 

 

 他の二つの要素も同じような流れです。まず教師

から説明があって、その後に分析をします。Helpful 

Slide の教師からの説明の段階では、スライドを作る

ためのポイントとして 3 つをあげました（Slide 10）。

理解確認の段階では、TED Talk で使われたスライド

の良いところ、悪いところ、改善点を議論しました

（Slide 11）。理解深化の段階では、実際に自分で 1 枚、

サンプルのスライドを紙とペンを使って書いてもら

って、フィードバックを受けます（Slide 12）。話し方

（Engaging Conversation）についても同じです。まず

教師からの説明でポイントを示し、理解確認では

TED Talk を見て分析し、理解深化の段階では実際に

発表をしてピアフィードバックを受けるという授業

を行いました（Slide 13-15）。 

 

Slide 7 

Slide 8 

Slide 9 

Slide 10 
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4.授業の効果の検討 

 Slide 16 は自己評価の結果です。薄い左が事前、濃

い右が事後で、三つの観点別に結果が書いてありま

す。三つの観点とは、論理的なストーリーになって

いるか、スライドがどうか、話し方がどうかという

ことです。分析結果としては、事前と事後の差があ

ると出たので、自己評価はワークショップの後の方

が上がっているということが分かります。 

Slide 11 

Slide 12 

Slide 13 

Slide 14 
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 次は自己評価ではなく、専門家が客観的に録画さ

れたプレゼンを見て、どう評価したかという結果で

す（Slide 17）。こちらも事前よりも事後の方が良いプ

レゼンであったということが分かりました。 

 

 今の二つは授業で実際に学生が使った自分の研究

紹介のプレゼンですが、もう一つ、転移課題として、

授業で直接扱わない自分のプログラムを他者に紹介

するというプレゼンも記録しました（Slide 18）。です

から、これは転移効果と言えると思いますが、これ

についても有意に事前から事後で上がったことが示

されました。 

 最後に、学生の自由記述から見えることを紹介し

ます。例えば、「TED のプレゼンを分析することで、

自分自身の弱みと似たものを見つけることができた」

という記述からは、理解確認段階を置いたことの意

義が見て取れます（Slide 19）。また、「自分なりに分

かりやすくしたつもりでストーリーを作ったが、う

まく理解してもらえなかったというフィードバック

を受けた」という記述からは、対話的に学ぶ、自分

だけではなくて一緒にやることで、他者から見たと

きの自分というものを分かってもらえたことがわか

ります。「実際に想定されるレベルの相手に試してみ

る必要があるかもしれない。実践的な activity でこの

ようななかなか気付きにくいポイントに気付けた」

と書いてくれた人もいました。 

 また、「オーディエンスの立場から考えることで、

新しいアイデアをたくさん学ぶことができた」とい

う記述もみられ、プレゼンターという立場だけで考

えるのではなく、時には聞き手という立場に自分が

立ってみて、フィードバックしたり分析したりする、

そういう聞き手の立場から学ぶことの意義も見つけ

てくれたのではないかと思いました。 

 

 

 

 

 

Slide 16 

Slide 17 Slide 18 

Slide 19 
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セッションⅡ：深い学びに向けた指導上の工夫 

「説明時の効果的な図表活用の促進」 

Emmanuel Manalo（京都大学） 

 

 The purpose of  the study that I want to describe to you 

is to find out how increases in diagram use affect the quality 

of  student produced explanations (Slide 1). 

 本研究の主眼は、図表を使うことで説明の質がど

のように向上するのかを示すことです（Slide 1）。 

 

 

1. Study Background, Hypotheses, and Method 

 Some of  you may be familiar with the background in 

this area (Slide 2).  Research in diagram use in learning and 

communication suggests that the use of  diagrams is 

efficacious.  Therefore, there is much research that has 

already been done in this area.  One point of  importance to 

note is that most studies in this area have focused on 

understanding the effects of  students being provided 

diagrams to use.  Not so many studies have looked at the 

promotion of  the construction of  diagrams by students and 

developing that competency. 

 関連する先行研究をご紹介します（Slide 2）。この

領域では図表が有効だという見方がかなり一般的に

なっています。ただ、多くの研究は、図表を与えた

ときに、与えないときに比べてどれぐらい理解が促

進されたかということが主たる関心であって、学生

自身が図表を使う能力を育成するという話にはほと

んどなっていません。 

 

 There are two serious problems identified in this area.  

The first is that students have poor judgement about what 

diagrams to use.  For example, in problem solving 

situations they might know that they should use a diagram, 

but they use the wrong one.  Instead of  using a graph they 

might use a drawing.  Likewise, the second problem is a lack 

of  spontaneity in using diagrams.  Students do not use 

diagrams without being told to do so in learning and 

communication situations where they should be used. 

 また、図表に関する二つの問題があります。一つ

は、学生がどんな図表を使ったらいいかという選択

がうまくいかず不適切な図表を作ってしまうという

問題、もう一つは、学生が自発的に図表を使わない

という問題です。 

 In a recent study that we published last year, we were 

able to show that providing a hint about the usefulness of  

diagrams, instruction about the appropriate use of  diagrams, 

and practice in constructing diagrams improved the 

spontaneity with which students use diagrams in writing 

explanations (Slide 3).  Students more spontaneously used 

diagrams after our intervention of  providing a hint, 

instruction, and practice.  However, we were not able to 

examine in that study how such increases in diagram use 

affected the quality of  the explanations that students 

produced following the intervention. 

 これに関わるもう一つのバックグラウンドとして、

私たちが昨年出した研究があります（Slide 3）。これ

は実践ですが、段階的に三つの働き掛けを行ってい

Slide 1 

Slide 2 
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ます。目標は、学生が自発的に図表を使うようにな

ることです。最初はヒントを与えてみる。次の段階

では、どんな図が適切なのかという教示をしてみる。

最後に練習をしてみる。これを段階的に組み合わせ

ていくと、学生たちが説明を記述するときにも図表

の使用がかなり促されるということが分かっていま

す。ただし、図表を使ったことが学生の説明の質に

どのように寄与しているかについては検討できてい

ないので、このあたりを見たいと思います。 

 

 Based on the question of  how increases in diagram use 

might affect quality, we generated three hypotheses (Slide 4).  

The first is that the provision of  instruction and practice in 

diagram use would result in increases not only in the quantity 

of  diagrams students produce, but also in the use of  more 

different types of  diagrams in writing explanations.  The 

second hypothesis is that the inclusion of  diagrams would be 

associated with greater conciseness (lower word-count) and 

simplicity in the construction of  what they were writing 

about.  The third hypothesis was that the number of  

diagrams used would be related to the number of  key points 

(important content) included in explanations. 

 三つの仮説を立てています（Slide 4）。一つ目は、

指導や実践を行うことによって、図表の使用が増え

るだけでなく、さまざまな図表を使い分けて説明を

するようになるのではないか。二つ目は、図表を使

うことによって、簡潔で洗練された説明になり、文

字数、動詞の数が減少するのではないか。三つ目は、

説明の中で使われる図表の数は、その説明の中にあ

るキーポイント（重要な内容）の数と関連している

のではないかということです。 

 

 As for the method, we had 19 undergraduate English as 

a foreign language students as participants.  Most of  them 

were Japanese.  I think 12 were Japanese and the others 

were international students (Slide 5).  They received pre- 

and post-instruction tasks administered at the beginning and 

end of  the semester during which they had to read and take 

notes from one of  two passages.  After that they had to 

write an explanation about those passages without looking at 

them.  These were done in English.  During the semester 

they also had a weekly homework task of  explaining in 

writing what they learned during the week’s lectures.  An 

intervention was provided to these students in the same way 

as our 2016 study of  providing a hint, instruction, and 

practice in diagram use for constructing explanations. 

 参加者は 19 人で、うち 12 人が日本人です（Slide 

5）。学期の前後で事前・事後調査も行っています。

二つのパッセージが用意されており、そのどちらか

を学生が読んでノートを取り、その後、ノートを見

ずにそのパッセージの内容を説明するという課題を

実施しています。これに加えて、毎週、授業の中で

何を学んだかを英語で書いてくる宿題が出ます。宿

題に、図を使うヒントを与える段階や、もっと積極

的にこのような図を使うといいとインストラクショ

ンをする段階、実際に図を作るプラクティスの段階

が組み込まれているというイメージです。普段は宿

題としてやっていますが、授業中にも段階的に宿題

Slide 3 

Slide 4 
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の質を高めるような働き掛けが埋め込まれていると

いう構造になっています。 

 

 

2. Instruction about Diagram Use 

 I want to give you an idea about the instruction of  

diagram use that the students received (Slide 6).  Instruction 

and practice sessions emphasized the appropriate use of  

different types of  diagrams for different purposes.  What 

the different diagrams are used for was emphasized in the 

practice and instruction they received.  Some diagrams are 

illustrative such as layout drawings, sketches, and so on.  

These diagrams express what you are trying to explain looks 

like.  Sometimes it is important to show people in order to 

facilitate understanding.  Some diagrams provide an 

overview or structure such as schema, layout diagrams, or 

branching-tree diagrams.  These diagrams provide a 

structure so it is easier for people to understand complicated 

information and its layout.  Diagrams clarifying the process 

or causality show cause and effect as well as the flow of  

information.  Finally, there are diagrams that compare and 

contrast, including graphs and tables.  These diagrams 

show comparisons between different quantities and qualities. 

  

インストラクションで、どのような図表の利用に

ついての教示を行ったかをお示しします（Slide 6）。

さまざまな図表がさまざまな目的で用いられるため、

複数のタイプの図表について解説を行っています。

一つ目は、状況を表す図表です。二つ目は、構造が

つかみやすい図表、例えば分岐図やスキーマ図です。

三つ目は、プロセスや因果関係がよく分かる図表で、

例えばフローチャートのようなものです。四つ目は、

比較したり対比をとったりする図表で、表やグラフ

などが含まれます。 

 

 

3. Data analysis 

 As for the analysis of  the data, we counted the number 

and types of  diagrams that students produced in their 

homework and in the pre- and post-instruction explanations 

as well as the number of  the words they used including text 

within the diagrams they produced (Slide 7).  A blind scorer 

then scored the key points from the passages that the 

students included in their pre- and post-instruction 

explanations to find out how many were represented in the 

explanations.  The usefulness of  the included diagrams was 

scored as well as the overall quality of  the explanations. 

 データ分析において、どのタイプの図表をどれく

らい宿題に使ったか、事前・事後調査に使ったかを

カウントしています。また、図表の中に書いてある

ものも含め、文字数もカウントしています（Slide 7）。

学生が書いたものの中にキーポイントがどれくらい

含まれているのかを、事前・事後調査の説明につい

て見ています。図表の有効性、全体としての説明の

質も評定しています。評定者には目的を明かさずに

評定してもらっています。 

Slide 5 
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4. Results 

 As for the results, following both instruction and 

practice students not only included more diagrams in their 

explanations, but also used more types of  diagrams as shown 

on Slide 8.  This was significant and confirmed our first 

hypothesis.  There was no passage effect so the results were 

not different for the two passages.  More diagrams were 

also included in each explanation at post-instruction than at 

pre-instruction.  There was also a significant phase effect 

for the inclusion of  each type of  diagram in the homework 

explanation.  For each of  the types of  diagrams (illustrative, 

overview, process, and comparative) there were increases as 

a result of  instruction and practice (Slide 9).  Please note the 

difference that practice made to the construction of  

diagrams. 

 結果についてご紹介します。最初に、仮説 1 につ

いては、単に図表の量が増えただけではなく、種類

も増えたという結果が得られました（Slide 8）。事後

調査でよりたくさんの図表が使われるようになりま

した。パッセージが二つありましたが、その効果は

見られていません。時期の効果だけということです。

また、事前調査に比べて事後調査の方に、より多く

の種類の図表が含まれていました。四つの段階それ

ぞれで使われている図表の推移を見ていますが、こ

れも有意に増えています。Slide 9 は図表のタイプご

とに分けたもので、インストラクションもプラクテ

ィスも終えた後、最後の段階において、著しく学生

の図表利用が増えていることが分かると思います。 

 

 

 Another result was that the inclusion of  diagrams 

resulted in more concise (lower word count) and simpler 

(lower verb count) explanations, which confirmed our 

second hypothesis (Slide 10).  Correlational analyses also 

showed that the number of  diagrams students included in 

each explanation negatively correlated with both word count 

and verb count.  This means that the more diagrams that 

they included, the lower the word and verb counts.  One 

question raised was whether this affected the number of  

included key points. 

 仮説 2 も基本的には確かめられました（Slide 10）。

図表が利用されたときの説明の文字数を見ると、利

用されていないときに比べて減っています。動詞の

数も減っています。ここで、大事な要素がきちんと

残っているのかが疑問になるので、次はそれをご紹

介します。 

Slide 7 
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 When we ran our analysis we found that diagram use did 

not negatively impact inclusion of  key points in explanations 

and may have facilitated inclusion of  more points (Slide 11).  

Key points included in explanations with diagrams were 

higher than without diagrams, but this did not reach 

significance probably due to the low number of  participants.  

The correlation between the number of  diagrams included 

(in cases where diagrams were used) and the number of  key 

points included in those explanations also produced a 

nonsignificant correlation of  0.11 but meets Cohen’s 

criterion for small size effects.  Therefore, the analysis result 

partially supports our third hypothesis. 

 仮説 3 については、あまりポジティブなエビデン

スはありませんが、ご紹介します（Slide 11）。図表を

使用した説明と図表を使用していない説明で、キー

ポイントがどれぐらい含まれているかをカウントし

ました。使用した場合は 3.83、使用していない場合

は 3.71 ということで、少し高くはなっていますが、

有意な結果ではありませんでした。説明におけるキ

ーポイントの量と図表の有無の相関も見ていますが、

0.11 と小さいものでした。 

 

 Slide 12 shows an example of  a student explanation 

showing the use of  diagrams.  This shows that the inclusion 

of  diagrams can result in more economical use of  words as 

well as simplification of  information in explaining. 

 Slide 12 は学生が書いた説明の例です。図表を使う

ことによって、的が絞られたシンプルな説明になっ

てきています。だからといって、内容の質が低くな

っているわけではなく、キーポイントは同じように

きちんと含まれています。 

 

 

5. Discussion and Conclusion 

 For discussion and in conclusion, diagram inclusion (at 

least in timed conditions with English as a foreign language 

students) results in more concise and simpler explanations 

without sacrificing the inclusion of  key content, so it can 

enhance quality (Slide 13).  This finding has potential 

applications in developing students’ written communication 

skills.  It also suggests that to improve students’ written 

Slide 10 Slide 11 

Slide 12 
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communication capabilities we should be teaching the use of  

not just verbal but also visual language including diagrams.  

Doing so could help students’ ability to effectively 

communicate information to others. 

 少なくとも今回のデータからは、図表を使うこと

によって、より絞り込まれたシンプルな説明になっ

たという結果が出ました。大事なことは、だからと

いって内容的な質が犠牲になっているわけではなく、

質は確保されている、むしろ若干上がっているとい

うことです（Slide 13）。今回の知見は、学生の、書い

て物事を説明するスキルを伸ばす指導に寄与するの

ではないかと考えています。学生に物を書く指導を

行う上では、言葉で説明することを促すことはもち

ろん大事ですが、それだけでなく、visual language、図

表の使い方も併せて教示していくことによって、そ

のような力が高まっていくのではないでしょうか。 

 

 This also has implications for deep learning.  Diagrams 

may enable encoding of  more key points more concisely and 

simply through visual representation of  component parts as 

well as relationships and connections between important 

points (Slide 14).  When students use diagrams to encode 

that kind of  information, they have to select and exclude 

unnecessary details.  Doing so requires thinking and deeper 

processing.  To be able to do this effectively, students need 

instruction and practice in construction and appropriate use 

of  different types of  diagrams.  We cannot expect students 

to just suddenly know how to use diagrams.  We need to 

provide instruction to them in how to do this more 

effectively in order to apply it to their learning and 

explanations of  what they are learning. 

 深い学びに対する示唆として、図表を使うことに

よって、多くのキーポイントが含まれた、洗練され

たシンプルな説明になったという結果が得られてい

ます（Slide 14）。視覚的な表象を重要なポイントと結

び付けて簡潔に表現することで、文字だけで書いて

いたときに含まれていたような関係のない要素が落

ちて、重要な情報だけに絞り込まれます。これは学

生が理解して頭の中で深い処理をしていなければで

きないことです。これを効果的に行うためには、た

だ図表を使ってくれることを期待するだけでなく、

図表の種類や適切な利用について指導していく必要

もあります。 

  

 
 

 

 

Slide 13 

Slide 14 
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「探究スキルの習得を促す自由研究の教育実践」 

深谷 達史（群馬大学）・三戸 大輔（松仙小学校） 

 

1.研究の背景 

 私と三戸先生が共同研究を始めたきっかけは、三

戸先生が自主学習を実践されていて、それを見た私

が関心を持ったことです（Slide 1）。自主学習とは、

もともと埼玉県の公立小学校の伊垣尚人先生が始め

られた実践です。『自主学習ノートの作り方』という

本も出ています。 

 

 自主学習の特徴は、教師が与える宿題とは別に、

生徒が自分自身でどんなことをすべきかを考えて、

それを自主学習として毎日取り組むという実践にな

っていることです。ですから、自主学習といっても

完全に自主性に委ねているわけではなく、「やる」と

いうことは先生が設定していますが、その中身につ

いては、児童・生徒自身がどんなことをやるべきか

を考える、ということになります。 

 そこでは二つのメニューが設定されています。一

つは「バッチリ」メニューで、これは習得的な内容

に関するものです。いわゆる基礎・基本に関わる内

容で、教科の知識や技能を身に付けるようなメニュ

ーが組まれています。例えば算数のドリル学習や漢

字練習のようなものです。 

 もう一つは「ワクワク」メニューです。これは探

究的な内容になっています。児童・生徒自身が興味・

関心を持っていることを追究するような学びがここ

で行われることになります。習得も探究もどちらも

大事ですが、特に探究的な学習は、これまで教育心

理学研究の中ではあまり扱われてこなかったので、

私自身は、この「ワクワク」が扱われていることに

非常に関心を持っています。 

 Slide 2 は、実際に三戸先生の学級の児童が取り組

んだノートです。このように見開き 2 ページで取り

組むことになっており、左が「バッチリ」の内容、

右が「ワクワク」の内容です。たまたまこの日は漢

字練習を左側で取り組んでいます。右側は歴史人物

調べで、恐らく学校の授業の中で扱っている時代に

ついて、自分が関心を持ったことを詳しく調べてい

るのではないかと思います。 

 

 子どもの学力を高める上で自主学習はとても効果

的だろうと思いますが、実際にやらせてみると、子

どもがうまく取り組めないということも出てきます

（Slide 3）。「バッチリ」と「ワクワク」それぞれでつ

まずきがあり得るのではないかと思いますが、特に

「ワクワク」における困難として、何をしてよいか

分からない、「取りあえず都道府県を調べてみようか

な、先生がメニューの例として挙げているし」とい

うような児童・生徒も中には見られます。これで何

とか 47 日間はやり過ごせる、北海道からだんだん下

に進んでいこうと。それは本当にワクワクしながら

やっているのだろうかという気持ちになりますが、

そのように取り組んでしまう児童・生徒もいるわけ

です。 

Slide 1 

Slide 2 
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 取り組みが形骸化している背景には、「ワクワク」

でどのようにやればうまく進められるのかよく分か

らないという実態があるのではないかと感じていま

す。従って、特定の内容に限定されない、探究の進

め方自体のスキルを獲得させる支援を図っていく必

要があるだろうと考えました。 

 そこで、三戸先生と相談して、自由研究を機会と

して探究スキルの獲得を促す実践を行うこととしま

した（Slide 4）。 

 

 自由研究は小学校の夏休みの宿題としてよく出て

くるものです。調査でも、児童の 75％が取り組んで

いるといわれる一方で、教員の 80％が指導技術が低

い、うまく自由研究を指導できていないと自己評価

しているという実態もあります。ですから、課題を

やらせるだけでなく、自由研究自体を充実させる必

要があるし、それを自主学習ともつなげていく必要

があると考えました。 

 まとめると、自由研究と自主学習はそれぞれされ

ていましたが、両者を連動させていなかったので、

今回は、自由研究の指導の充実を図り、自由研究の

質を高める、さらに、その学習成果を自主学習の取

り組みにも結び付けていくということを実践研究の

枠組みとして考えました。ただ、今回は発表時間も

限られているので、自由研究の実践としてどんなこ

とを行い、そこでどんな効果が見られたのかという

ことを主にご紹介します。 

 

2.研究の焦点 

 自由研究で何に焦点を当てるかですが、文部科学

省が、探究を進める上での四つの段階を示していま

す（Slide 5）。 

 

 課題を設定し、その課題に応じて情報を収集する

というインプットの段階と、収集した情報を整理・

分析し、それを発表してアウトプットする段階と分

けています。私はこの四つの段階のそれぞれが重要

なものだと思いますが、特に課題設定が肝になると

考えています。課題設定に失敗してしまうと、情報

もうまく収集できないし、どのように整理・分析し

ていいのか分からなくなってしまいます。従って、

今回の実践では、課題設定をどのようにうまくさせ

るかということに焦点をあてました。 

 支援策として、具体的に主に二つのことを行いま

した（Slide 6）。問いづくりと計画書の作成です。特

に問いを作ることを重視してやりました。探究する

上で、問いを立てることの重要性は先行研究でも指

摘されています。やはり探究は漠然としたテーマだ

Slide 3 

Slide 4 

Slide 5 

-  28  -



9 

けを設定してもうまく進みません。 

 

 例えば大学では、卒業論文を書くことが一番大き

な探究活動となります。ゼミ指導をしていますと、

「私は学習意欲に関心があるんです」と学生に言わ

れたりします。ところが、学習意欲という漠然とし

たテーマだけ持っていても探究はうまく進みません。

そこで私は、「学習意欲の何に関心があるのか、問い

の形にしてごらん」と言います。そうすると、「そも

そも学習意欲とはどういうものか」や「学習意欲は

どうやったら高めることができるのか」といった問

いが出てきます。問いにすることで、何を調べるべ

きかが明確になってくるわけです。また、問いを作

るということ自体、一つの探究スキルですから、「探

究していく上で問いを作ることは有効だな」と児童

が実感できたかというところまで見たいと考えて実

践を行いました。 

 

3.実践方法 

 次に、実践の方法についてご紹介します（Slide 7）。

公立小学校 6 年生 40 名を対象に、学活の 2 時間を利

用して、夏休み前に授業を行いました。1 時間目の

授業では、テーマ設定をさせ、それを問いの形にし

てみるということを主に行いました。 

 

 2 時間目には、仮説づくりや、どのように調べら

れるかという方法の検討を行い、それを最後に計画

書にまとめました。問いだけ作っていきなり調べる

と、とにかく書いてあることを頭を使わず調べると

いうことになりかねないので、作った問いに対して、

自分なりの仮説を持ち、調べる方法を検討するのが

大事だと考えています。 

 実践の効果を検証するために、夏休み後、自由研

究を行った後に自己評価を求めました。自分の自由

研究を振り返ってみて、どのぐらいうまくできたか

という主観的な評価をたずねました。他のクラスで

も自己評価を行うことによって、特別授業を行って

いないクラスに比べて、介入を行ったクラスで夏休

みの自由研究の取り組み方がどのように変わったか

ということを調べました。 

 次に、実践について詳しくご紹介します（Slide 8）。

まず、1 時間目はテーマを立てさせました。いきな

り何に関心があるか、テーマを考えようと言っても

難しいので、3 つの観点を与えました。授業の中、身

近なこと、体験したことという 3 つです。 

Slide 6 

Slide 7 
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3-1.1時間目 

 実際のワークシートをご紹介します。Y チャート

と呼ばれる Slide 9 のような図を使いながらテーマを

考えます。身近な出来事やニュースなどでの欄に、

この児童は、テレビの魅力、春夏秋冬、地球温暖化

と書いています。授業の中で関心を持っていること

については、例えば社会で幕府について調べている

ので、「幕府・時代・人物」と書いています。他には

「氷」「植物」などを書いています。実際に体験した

ことでは、女子ですがサッカーを挙げています。こ

のように，まずテーマを挙げさせました。 

 

 次に、テーマに基づいて実際に問いを作らせまし

た。そのときに、こういう問いを作るとよいという

例として、「どうして」という理由を尋ねるもの、「ど

うしたらいいか」という解決策を考えさせるもの、

運動技能に関しては「コツは何か」というものを例

として挙げました。 

 さらにクラス全体で、共通したテーマについて一

緒に問いを作ってみます。その後、あらためてよい

問いとは、一問一答で調べればすぐに分かってしま

うような問いではなく、なぜ、どのようにしたらと

いうように、調べがいがあるような問いを作るとい

うことを全体で確認しました。 

 さらに、3 つの観点ごとに 1 つのテーマを選び、

問いを考えていきます（Slide 10）。先ほどの児童は、

身近な出来事のテーマとして春夏秋冬を書いていま

す。問いとしては、「外国にも春夏秋冬があるのだろ

うか」という、調べてみると面白そうな問いを書い

ています。「なぜ四つの季節に分けたのだろうか」と

いうことも書いています。以上が 1 時間目の流れで

す。 

 

 

3-2.2時間目 

 2 時間目は、以下のような流れで行いました（Slide 

11）。 

 

Slide 8 

Slide 9 

Slide 10 

Slide 11 
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 まず 2 時間目の冒頭では、「人間にとっての幸せは

何か」というような、調べるのが難しい問いを作っ

た児童もいたため、自分が作った問いが、調べよう

がないものになっていないか、大き過ぎないかをま

ず見直させました。 

 ここからが 2 時間目のメインになりますが、その

後に、問いを 3 つ選んで、それぞれについて仮説を

作ります。その後で、それはどうやって調べられそ

うか、図書館に行くべきなのか、実験すべきなのか、

実験するとしたらどんな実験ができそうかというこ

とまで考えます。それを最後に計画書にまとめまし

た。 

 Slide 12 は実際の計画書です。先ほどの「外国にも

春夏秋冬があるのか」という問いに対して仮説を書

いています。「～だろう」という言葉を使って仮説を

書きましょうと言っています。でも「場所によって

違う」だけだと少し曖昧ですね。本当は「場所によ

ってこう違う。なぜなら～」と、もっと詳しく書い

た方がより的確な仮説になるかと思います。調べる

方法も一緒に書いています。 

 

 この計画書は学年の中でも共有されており、三戸

先生が紹介した際、他の先生も「これはよい」とお

っしゃって使っていただきました。ただし、その使

い方は、2 時間授業するというものではなく、クラ

スの中で計画書を配布して、それに書いてもらうと

いう程度でした。 

 

4.研究の結果 

 実践の結果です（Slide 13）。夏休み後に自己評価を

行いました。自己評価の内容は 3 つあります。一つ

目は包括的評価で、今年の自由研究は昨年のものに

比べてどのくらいうまくできたかということを 5 段

階で評価します。 

 

 二つ目は観点別評価です。先ほど、文部科学省が

総合的な学習の時間で探究を進める上での 4 つの段

階を示していると話しましたが、その 4 段階ごとに

自己評価をさせています。例えば、「今年の自由研究

は今までよりうまく課題を設定できたか」というよ

うな聞き方で自己評価を求めました。 

 三つ目は自由記述です。これは探究スキルの意識

化に関わるものです。「自由研究を上手に進めるコツ

は何だと思いましたか」とたずねました。このよう

に聞くことによって、今回の自由研究を通じて、次

の自由研究、次の探究にも使えるコツとしてどのよ

うなものを児童が意識化したのかということを調べ

ました。 

 それぞれの結果をご紹介します。Slide 14 が包括的

評価の結果です。そこまで大きな差ではありません

が、授業を行わなかったクラスに比べて、授業を行

ったクラスにおいて、包括的評価の得点が高くなっ

ていることが分かります。 

Slide 12 

Slide 13 
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 Slide 15 が観点別評価の結果です。こちらの方がよ

り大きな差が認められています。「整理・分析」は統

計的にはっきりした差は認められませんでしたが、

それ以外の 3 つの観点においては有意な差が得られ

ました。今回、特に課題設定を充実させたわけです

が、課題設定を促すと、それに応じて他の段階もや

りやすくなったということではないかと考えられま

す。 

 

 最後に、自由記述、自由研究をうまく進めるコツ

に関わる分析結果です（Slide 16）。まず自由記述をコ

ーディングするカテゴリを作りました。カテゴリの

一つ目は「授業で学んだコツ」です。例えば、「疑問

に感じたことをテーマとするとよい」、「自分で調べ

られそうな問いを出す」というようなコツを挙げた

記述が分類されます。 

 二つ目は、「計画書に関するコツ」です。これを挙

げていた児童も多く見られました。「計画書で作る構

成を考えておくとよい」、「計画を立てたことで書く

ときにすらすら書けた」というような記述をこちら

のカテゴリに分類しました。 

 三つ目は「その他のコツ」です。「やりたいと思っ

たことをやるのが大事」、「考えてばかりいないで実

際にやってみる」など、このようなことも一般的に

は大事ですが、今回は焦点を当てなかったというこ

とで「その他」として扱いました。 

 

 Slide 17 が分析の結果です。全般的には介入クラス

の児童は、「授業で学んだコツ」を多く挙げる傾向が

ありました。「計画書に関するコツ」も同様に介入ク

ラスの方が多かったです。一方で、統制クラスは「そ

の他のコツ」が介入クラスより多かったという結果

になっています。サンプルサイズが少ないため、有

意な差には至りませんでしたが、一定の効果は認め

られたと考えています。 

 

 

5.考察 

 研究の成果と課題をまとめます。自由研究の指導

Slide 14 

Slide 15 

Slide 16 

Slide 17 
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の充実を図ったというのが今回の研究です（Slide 18）。

その成果は一定程度見られたのではないかと考えて

います。自由記述において、介入したクラスの方が、

テーマを問いにしてみるという意識化が図られまし

た。その結果として、自己評価も高まったと考えて

います。 

 

 ただ、課題として、実際の成果物にその学びがど

のぐらい反映されたのかというところまでは見てい

ません。データはありますが、私の分析が追い付い

ていなくて、今後の課題としてそちらも見ていきた

いと考えています。もう一つ、この自由研究で行っ

たことを自由研究だけにとどまらず、日々の探究学

習として「ワクワク」などをしているので、そちら

まで波及したのかを見ていきたいと考えています。

これもデータはありますので、膨大で大変ですが、

分析を進めていくつもりです。 

 他の課題として、自主学習、家庭学習を充実させ

ることも大事ですが、日々の授業とも連動させてい

くことが重要だと考えています。例えば、日々の習

得的な授業の中でも分からないことが出てきます。

理科のあの授業で疑問が出てきた、算数のここはど

うなっているのだろうという、授業を受けて残る疑

問です。それを例えば「ワクワク」のネタ帳のよう

なものにできると思います。習得で出た発展的疑問

を、「ワクワク」で追究してみるという流れです。 

これはあくまで一つの連動の形ですが、今後は自主

学習と授業を結びつける、そうした展開も考えてい

ます。 
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「多面的・多角的に考える道徳授業 

―『泣いた赤鬼』を高学年で読み直す―」 

市川 伸一（東京大学） 

 

 インフルエンザで欠席の千葉大学の小山先生に代

わり、私から発表します。小山先生が予定されてい

た発表は道徳についてだったので、道徳で何かない

かと言われ、昨年小山先生が本シンポジウムで発表

していた道徳の「泣いた赤鬼」に関連あるテーマに

ついて話します。 

 「泣いた赤鬼」のお話は、多くの方はご存じだと

思います（Slide 1）。これは浜田廣介さんが作った児

童文学で、1933 年「カシコイ小学二年生」という雑

誌の 8 月号から連載されました。最初のタイトルは

「おにのさうだん」というものだったそうです。も

ともと小学 2 年生に読んでもらおうと思って書かれ

たということが一つのポイントではないかと、今に

してみると思います。 

 

 そして 1935 年にそれが本になって出版され、その

後、学校教科書にも採用されるようになりました。

戦後においてもかなり読まれており、国語教育、道

徳教育の定番教材として現在も広く活用されていま

す。私もネットで調べたところ、下は小 2、上は中 3

まで非常に広く使われていて、その指導案がネット

にたくさん出ています。ただ、取り扱い方はどの学

年でも割と同じようなものです。モチーフとして思

いやり、やさしさ、真の友情、自己犠牲を訴えるた

めの作品なのだという位置付けになっています。 

 

1.今回の授業提案の背景 

 ただ、私も昨年、久しぶりに『泣いた赤鬼』を小

山先生の発表で読んだのです。確かに、感動的な話

なのですが、大人になってあらためて読んでみると、

少し違和感がありました（Slide 2）。 

 どんなお話かというと、人間と仲良くなりたい赤

鬼が「どうぞうちに遊びに来てください」と言って

も、人間は怖がって来てくれません。そこで青鬼が

「僕があの村で暴れるから、君は僕をこらしめるふ

りをすればいい。そうしたらやさしい赤鬼だと思っ

て、君のところに遊びに来てくれるようになるよ」

と言います。それがうまくいって、赤鬼のところに

村人がたくさん遊びに来てくれるようになりました。

すると青鬼は、自分がいつまでもここにいると仲間

だと思われてしまうかもしれないと思って、置き手

紙をして旅に出てしまいます。その手紙を見て、赤

鬼はしくしくと泣いたという話です。 

 

 昔読んだな、懐かしいなという気持ちもあって、

確かに一瞬泣けてきます。しかし、落ち着いて読ん

でみると、単なる美談では済まされないものがここ

にあるのではないかという気がしてきました。青鬼

は芝居をして自分が悪者になり、赤鬼にこらしめて

もらって、結果的に赤鬼が村人と仲良くなった。し

かし、このことが良かったのか。青鬼の提案に赤鬼

が乗ったことが良かったのか。 

Slide 1 
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 そう考えているうちに、従来の道徳教育への疑問

点も出てきました。発達段階によって単純な感動か

ら、もっと多面的な吟味や判断をしていくという流

れがあってもいいのではないか、同じ教材文を使っ

ても、そういう読み方があるのではないかと思った

のです。これは道徳教育でもそうですし、国語教育

でもそうです。一昨年は、「海の命」という国語の定

番教材を中学生で読み直すということをしましたが、

今度はそれの道徳版のようなものです。 

 では、最近の道徳教育との関連はどうか。私も道

徳教育の専門家ではないのでよく知りませんでした

が、確実にこういう動きはあります。つまり、特定

の徳目を挙げてそれを押し付けるのではなく、多様

な価値観の時代に多面的・多角的な見方をしていく

ということが非常に強くうたわれるようになりまし

た。「考え、議論する道徳へ」というキャッチフレー

ズが今、至るところで使われています。その話と私

が感じたことは決して矛盾するものではないのだと

思うようになって、実際に授業をやってみようとい

うことになりました。 

 

2.「教えて考えさせる授業」の道徳版として 

 「教えて考えさせる授業 小学校」は、2016 年 8

月に出た本ですが、道徳についてこのようなことを

考えていた 3 月の時点で、もう企画・編集は進んで

いました。「教えて考えさせる授業」について、私と

植阪先生の編集で、全国のいろいろな先生の実践事

例が入っています。ただ、道徳だけはありませんで

した。道徳でも「教えて考えさせる授業」ができる

のかとよく聞かれますが、あくまでも「教えて考え

させる授業」は習得の授業なので、習得目標さえは

っきり定めれば、それはできるという答えを私は言

ってきました。自分でやったことはないし、そうい

う授業のモデルがあったわけではありません。ただ、

この機会に、習得目標を設定した「教えて考えさせ

る授業」を行って、できればこの本に載せてみよう

と思い立ちました。この本に載せるにはどこかで実

践済みであるということが条件です。ですから、あ

る福島県の小学校の 1 クラスで、向こうの先生と相

談してこちらのプランで授業させていただきました。 

 「教えて考えさせる授業」の道徳版として、まず

習得目標は何かということです（Slide 3）。高学年な

ので、むしろ行為の善悪を一面的に判断してはまず

い、一つの価値観を押し付けるのではなく、いろい

ろな立場から多面的に考えてみるということ自体を

習得目標とここで設定しました。 

 

 では、何を教えるのか、何を考えさせるのかです

が、教えることとしては、赤鬼、青鬼はどんな人柄

だったか、そして一体どういうところからそれが言

えるのかということを考えてきてもらい、それを授

業の中でも押さえます。そして、「この話には悪者は

出てきませんね。悪者はいないのに、ハッピーエン

ドでは終わっていない」ということをむしろこちら

から投げ掛けて揺さぶるということを考えました。

悪者がいないのになぜかハッピーエンドになってい

ない。それぞれは複雑な思いになっているというこ

とも教師の方から伝えました。それぞれの複雑な思

いに目を向けさせる。ここまでが教えることです。 

赤鬼、青鬼の今の複雑な気持ち、そしてこれから

先の気持ちを確認することが「理解確認」です。さ

らに、その上で「理解深化」として、いろいろな立

場から、今回の青鬼の行為について、どういう点は

良かったか、どういう点は悪かったかということを

できるだけたくさん考えてみるということを３～４

人グループの協同学習の形で出し合いました。 
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3.幾つかの工夫 

 実施した工夫は、まず、もともとの見方を確認し

ておくことです（Slide 4）。つまり、最初の素朴な理

解は予習でまず求めました。要約文を読んでもらっ

て、それぞれの人柄、どんな性格だと思うか、その

判断理由を考えてもらいました。そして、この物語

は何が訴えたいテーマだったのかということを素朴

な気持ちとして書いてもらいました。これを予習プ

リントで行います。それを授業の中で出して、確認

し合います。 

 

 親友である赤鬼のためを考える青鬼、ここから思

いやりややさしさが青鬼の人柄として出てくるだろ

う、その恩を感じている、そして涙する赤鬼、ここ

から優しさや義理堅さが赤鬼の人柄として出てくる

だろうというのが予測です。それをしっかり確認し

ておくということです。これは全員がこのようなこ

とを書いてきました。 

 その上で、それぞれの思いに両面的な複雑さがあ

ること、つまり、単純にうれしい、良かったという

思いではなく、両面的な気持ちがあるのではないか

ということをこちらからもある程度指摘しながら考

えてみようと投げ掛ける、というのが教える段階の

工夫です。 

 考えさせる工夫としては、立場をどちらかに決め

させて議論をさせるディベートにはしないというこ

とでした。これは先に認知カウンセリング研究会の

中で一度模擬授業的なことを皆さんにやっているの

で、「多面的な考え方をするのだったらディベートに

したらいいのではないか」という意見もありました

が、あえて私はディベートにしないことにしました。

小学生が一方の立場に立って立論すると、ついつい

それに固執してしまって、それに納得できない相手

側が分かっていないのだということになりがちです。

あまりディベートにも慣れていないからです。そう

ではなくて、一人で、あるいはグループの中で、両

面どちらもたくさん出し合って、むしろ悩んでもら

うというようにしたかったのです。 

 もう一つ、本時内では総合的に良かったのか悪か

ったのかという総合判断は求めません。規範的には

どう行動するのがよかったのかというところまでは

今回は求めないということです。これはぜひいずれ

考えてほしいことですが、それを 1 時間の中でやろ

うとすると、かえって焦点がぼけてしまいます。し

かも非常に難しいです。それは求めないということ

にしたのはむしろ工夫だと思っています。 

 

4.授業を実施してみての結果 

 授業を実施したところ、それぞれの人柄、物語の

テーマについて、児童のもともとの見方、素朴に理

解していることは予想どおりでした（Slide 5）。 

 

 児童からは、物語のテーマとして、友達は大切だ

ということ、友達にやさしくすることが大切だとい

うことが一様に出てきました。しかし、その次に、

Slide 4 

Slide 5 
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私が少し意外だったのは、私が教えたことに過剰効

果があったというか、かなり引きずられすぎました。

私はどちらが正しいと言った覚えはありませんが、

最初、みんなに目をつむってもらって、「青鬼がやっ

たことは良かったと思うか、悪かったと思うか、正

解はないから正直な気持ちで今自分がどう思うか、

手を挙げて」と言いました。青鬼がやったことが良

いことだという児童はゼロでした。 

 私はもう少しいてもいいのにと思いました。「良く

なかった」は 22 人、「決められない」が 6 人でした。

これは私の意図を推し量っての判断で、それ自体が

少し問題ではないかという気もしました。子どもた

ちは素直で、この先生は何を言わせたいのだろう、

どう思ってほしがっているかということに敏感なの

だろうと思いました。私の意図は、本当は「決めら

れない」が多くなるといいというものでした。しか

し、私が少し揺さぶると、「良くなかった」に固まっ

てしまいました。 

 とにかく授業は進めました。さまざまな立場の考

察を行い、青鬼の立場から良かったこと、悪かった

こと、赤鬼の立場から良かったこと、悪かったこと、

村人の立場から良かったこと、悪かったことを考え

てもらいました。「村人の立場から」というのは普通

出てこないのではないかと思ったので、あえて村人

を入れました。「村人にしてみると、自分たちはだま

されたことになる。真相を知ったら怒るだろう」「村

人としても、赤鬼と仲良くなれた、鬼にもやさしさ

があるということが分かったのは良かったことかも

しれない」、そのような村人という欄と「その他の立

場」という欄をワークシートに付けました。そして、

できるだけいろいろな立場で、良かった点、悪かっ

た点の両方を出そうということをグループの中で話

し合ってもらいました。そしてそれを最後に出し合

って、私が板書していきました。 

 その後、あらためて青鬼がしたことをどう思うか

手をあげてもらったら、「良かった」が 8 人、「良く

なかった」が 16 人、「決められない」が 4 人という

結果になりました。振り返りで、どういうことがこ

の授業で分かったと思うかということを書いてもら

いました。私が一番書いてほしかったのは、「さまざ

まな立場から考えてみると、すごく難しい」という

ことです。そんなに簡単に良い悪いは決められない

というのが、私が一番期待していたことですが、「さ

まざまな立場」ということに言及したのは約半数で

した。それはそれで効果があったのかもしれません

が、他の児童は「やっぱり友達は大切だ」など、最

初に戻ってしまったような記述もありました。 

以上がこの授業の結果です。このような授業をや

ってみて、これからの道徳教育から見たときにこれ

がどう映るかということ、それから私たちは心理学

者なので、心理学の研究としてこれをどう乗せてい

くか、いろいろな種は見つかったかな、と思ってい

ます。 
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セッションⅢ：自立した学習者に向けて 

「失敗から上手に学べる力の育成を目指して 

―協同での他者の間違い分析の効果―」 

植阪 友理（東京大学）、柴 里実（東京大学） 

 

1.上手な失敗活用 

 失敗するのはどんなことにもつきものですが、見

たくないと思って放ったらかしにしていては、また

同じような失敗をします。そうではなく、適切に分

析し、次に活かす力が 21 世紀を生き抜く上で非常に

重要だと考えています（Slide 1）。 

 

 しかし、こういうことは社会に出ていきなりでき

るわけではありません。学習の場面において適切に

分析し、次に活かすということを経験しておかなく

てはなりません。市川先生が提唱された「教訓帰納」

（市川, 1991）は、成功や失敗を分析し、何を学んだ

かという教訓を抽出し、次につなげることを言いま

す。最初は教師に働きかけられて使い始めますが、

最後は自発的に行うことが期待されています。これ

まで行われてきた教訓帰納に関する研究は、主に学

習場面を扱ってきましたが、こうした経験が最終的

に社会にうまく適応する力につながっていくのでは

ないかと思います。 

 こうした活動は、本当に学力にも結びつくのでし

ょうか。Slide 2 は、IRT（項目反応理論）による学習

法の難易度の分析です。上から獲得が難しい勉強方

法が並んでいると思っていただければ良いです。こ

こでは算数・数学に関する勉強方法が並んでいます。

例えば、問題を解いた後に○×を付けるのは簡単な

学習法と考えられます。一方で、「間違えた理由を考

える」、「数学の勉強では、次に同じ間違いをしない

ように、注意点をまとめてノートなどに書いた」な

どは上位に位置づけられており、かなり難しいと考

えられます。ただ、東大生など学力が高いとされて

いる学生は、こうしたことを自発的に行っています。

学力が高いとされる生徒は、かなり自発的にこうい

うものを使って適応的に生きているということです。 

 

 ここからもう少し踏み込んで、今回の私たちの研

究についてご紹介しましょう。私たちは長年にわた

って、心理学を生かした個別学習相談である認知カ

ウンセリングを行ってきました。この活動を行って

いると、子どもたちの実態が見えてきます。教訓帰

納に関しては、もちろん一番大きな問題は、そもそ

も間違えても振り返らない・見たくない・放ってお

くということです（Slide 3）が、それだけではなく、

せっかく振り返りを促しても、教訓の質が低いとい

うことがしばしば起こります。例えば、もっと具体

的な理由があるにもかかわらず、「計算ミスだった」

「問題をよく読んでいなかった」と答えたりします。

また、「次にどうしたら同じような失敗をしないと思

う？」と聞いても、「とにかく解く」という答えが返

ってきたりします。これではせっかく分析しても、

次につながらないでしょう。私たちは、質の向上が

かなり重要だと思っています。質が低いと、せっか

くやっても役に立たないという感覚が強くなって、

悪循環を起こしてしまうことになるからです。 

Slide 1 
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 ただ、上述したような「教訓帰納の質」という問

題は、従来の研究では十分ではなかった視点ではな

いかと思っています。例えば、心理学的研究では

After-Event Reviews という、類似の学習方略も出され

ていますが、必ずしも学習を扱っていないという問

題のほかに、Review の質は検討されてきていません

（Slide 4）。 

 

 また、教訓の質が高いと問題解決につながるとい

う研究知見は得られていますが（寺尾、1998）が、

一方で、どのように指導すれば教訓の質が高まるの

かは明らかにされていません。 

 同じ研究グループの瀬尾さんが行っていた先駆的

な学習法講座では、自発的に振り返えることを促す

ような実践をされています。しかし、必ずしも質の

向上にピンポイントに焦点を当てていません。そこ

で、柴さんが卒業研究で教訓の質について焦点を当

て、新しい研究を立ち上げています。ただ、まだ十

分に質の検討にまでは至っていません。本研究では、

教訓の質の向上を目指した実践的研究を行いました。 

 では、どうすれば質を向上させることができるの

でしょうか。今回の研究では、新しい視点を導入し

たいと思い、他人の失敗を分析して良い教訓を考え

る活動から、最終的に自分の失敗の分析にランディ

ングするということを考えました（Slide 5）。 

 

 この発想の原点は、数年前にベネッセと共同で、

教訓帰納が上手になるような通信教材を開発したと

いう経験です。その研究では、最初から自分の失敗

を分析させるのはかなり大変と捉えました。そこで、

典型的な誤答を分析させ、その質に対してフィード

バックを与えることで、最終的に自分の教訓の質の

高めようと試みました（佐藤・植阪・床、2013）。さ

らに、柴さんの補足的データも重要な知見です。未

公刊ですが、他者の失敗をうまく分析できることと

成績には、r=.47 と高い相関が見られることを明らか

にしています。すなわち、他者の間違いにコメント

できる力は、学力の背景にあることがうかがわれま

したので、このあたりに着目したのです。 

 

2.質の高い教訓とは 

 ここまでくると「質の高い教訓とは何か」という

疑問が湧いてきます。本研究では質の高い教訓を、

柴さんがもともと行っていた研究を踏襲し一部修正

した形で、「失敗の原因を上手に分析できていて、次

につながる対策がしっかり書けている教訓」と設定

しています（Slide 6）。では、上手な分析記述、次に

つながる対策記述とはどのようなことをさすのでし

Slide 3 
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ょうか。例えば、「1 周 2900m の池の周りを、A と B

が反対に進む。A が午後 4 時ちょうどに、毎分 50m

の速さで、B は午後 4 時 10 分に、毎分 70m の速さで

歩きはじめた。2 人が初めて出会うのは、午後何時

何分か」という問いに対して、歩いた時間を x と置

いて、2900=70x＋50xという式を作るのは誤答です。

10 分歩いたことを無視しています。 

 

 分析記述の良し悪しは、Slide 7 のような観点で捉

えています。一番レベルが高いのは、どこが間違っ

ているのかを特定しているのみならず、間違いの意

味を特定している分析です。例えば、10 引いていな

いことを指摘できるだけではなく、「10 引いていな

いということは、10 分遅く出発していることを無視

している」といった具合に、この部分の数字が違う

という指摘だけではなく、それが何を意味している

かを分析できることが大事だと捉えています。 

 

 次は、対策についての記述です。次の問題解決に

つながるような対策がしっかり書けているかという

観点から、Slide 8 のような観点で評価しています。

まず、「-10 を忘れない」というのはかなり具体的で

す。でも具体的過ぎて、次につながらないのです。

従って、「出発時間に差があるときは気を付ける」の

ような、適度に抽象的で、次につながるような教訓

が書けていることが対策においては大事だと捉え、

高い得点を与えました。 

 

 分析記述と対策記述は slide7,8 にあるように、基本

的に２点満点で評定しています。「教訓の質」を判断

する際には、原則として分析記述得点＋対策記述得

点で算出しています。ただし、対策記述がしっかり

書けているということは分析もかなりしっかりでき

ているであろうと考え、対策記述が 2 点の場合は、

分析が 0 点でも 2 点入っているものとしてコーディ

ングするという形式をとっています。これは、基本

的には柴さんが卒論で用いた方法と同様です。 

 その他、補足的に、学習方法に関する記述の有無

と非認知主義的記述の有無についても評定していま

す（Slide 9）。学習方法に関する記述とは、例えば、

「図や表を書いておくと良い」といった記述をさし

ます。勉強方法のなかでも、認知心理学を参考にし

て、その領域で有効とされる勉強方法が記述されて

いる場合には、学習方法に関する記述に１点を与え

ました。非認知主義的記述とは、例えば「とにかく

たくさん解く」、「解き方を覚えるために教科書を見

る」といった物量主義的な記述のことです。これら

を別にコーディングし、分析に組み入れています。 

Slide 6 

Slide 7 

Slide 8 
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3.質の高い教訓を促す実践とは 

 ここからは、文京区第六中学校で行った、教訓帰

納の質を高める実践について紹介します（Slide 10）。

この学校では、毎年私たちが開発した COMPASS と

いう、算数・数学基礎学力診断テストを実施してい

ます。結果を返却して自分の特徴を分析してもらっ

ています。こうしたフィードバックの後、フォロー

アップ講座を行っています。フォローアップ講座と

は、COMPASS の中でも力が弱かった部分を中心に

体験をする講座です。この年は三つ設定されており、

「筋道立てて考えよう」「工夫して計算しよう」「失

敗から上手に学べるようになろう」でした。今回私

たちが行ったのは「失敗から上手に学べるようにな

ろう」です。この講座を受けた子供たちが受講群な

のに対して、「筋道立てて考えよう」「工夫して計算

しよう」に参加した子供たちは非受講群として取り

扱いました。講座への参加は、原則として生徒の希

望に従っており、いわゆる準実験計画になっていま

す。講座終了１カ月後に遅延テストを実施しました。 

 では、実践授業の中身をみていきましょう。この

実践授業で使った素材は、期末テストで誤答が多か

った問題を用いています（Slide 11）。実践を行った学

校の先生方に協力していただいて、どんな誤答が多

いのかの情報をいただきました。例えば、例えば累

乗の掛け違い、方程式の立式で括弧を付け忘れると

いった誤答といった情報を集めておきました。 

 

 

 

  Slide 12 が授業の様子です。2 時間構成となって

います。1 時間目の冒頭では、学習はポイントをつ

かむことが大事であり、間違えたときこそ、ポイン

トをつかむチャンスだということを、循環小数の例

を使って教えています。次に、ポイントをつかむこ

とが大事だといっても、いきなりできるようにはな

らないので、実際に良い教訓を出す視点や練習の機

会を入れています。つまり、大事だと考えること（有

効性の認知）と、それを実行しようと思った時にす

るだけの力（スキル）があれば、自分でも使えるよ

うになると考えたのです。 

 実際に教訓を出す練習としてはじめに取り上げた

のは、計算問題です。自分で解き、答え合わせをし

て、解説を聞いてもらいました。さらに、良い教訓

を引き出す方法を教えました。例えば、「内容と方法

の両方が入っているといい」といった観点を具体例

に即しながら教えました。 

Slide 9 Slide 10 

Slide 11 
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 その後、教えたことが伝わっているかを確認する

活動を行っています。はじめに、計算間違い例を示

し、「計算ミス、と分析した生徒がいます。この教訓

をもっとよくするには、どうしたらよいでしょうか」

と、質の良くない教訓を訂正するワークをグループ

で行ってもらいました。そして、いろいろなものを

出してもらい、お互いに発表して比較するという活

動をしています。 

 計算問題の後には、方程式問題の間違い例も取り

上げました。計算間違いの時と異なり、教訓の書き

方に大きなバリエーションが見られました。そこで、

子ども達の作成した教訓を黒板に貼り出し、クラス

全体で共有しました。 

 2 時間目は、より発展的な活動です。生徒の正答

率がかなり悪かった長めの文章題を用いました。ま

ず生徒が自分で解いて答え合わせをします（Slide 13）。

その中で、生徒はいろいろな間違い方をします。典

型的といっても、いろいろあります。最終的には、

自分が間違えたことに対して適切な教訓を書かなく

てはいけません。そこで同じ問題に対する三つの間

違い例を示し、それぞれに対して異なる教訓を書く

という活動をグループで行ってもらいました。同じ

問題でも、間違え方で教訓が異なることを体験して

もらったわけです。 

 

 最後に振り返りをして、どういうことを学んだの

かを書いてもらいます。「ポイントを取り出すといい」

「今日の授業はためになった」「今度からやってみた

いと思う」と言った生徒がいましたが、本当にやっ

てくれたかどうかは追々分析していきたいと思って

います。 

 

4.結果の分析 

 1 カ月後に、遅延テストを行いました（Slide 14）。

まず、slide14 にあるような問題を与え、解かせます。

次に、解答を配って答え合わせをしてもらい、間違

った人には教訓を産出してもらいます。合っていた

場合は、ポイントを抽出してもらいます。これを自

己課題と呼びます。その後、誤答例を二つ出して、

教訓をかいてもらいます。これを他者課題と呼びま

す。他者課題は２問からなります。１問目は slied14

に示した問題に対して、立式を間違えてしまった事

例です。２問目は計算を間違えてしまった事例です。 

 

Slide 12 Slide 13 
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 では、実践群において、確かに質の高い教訓が書

けるようになったのかをみていきましょう（Slide 15）。

他者課題（問 1：立式の間違い）において、教訓の質

に差が見られました。三つのフォローアップ講座の

うち、教訓帰納群（受講群）で、例えば「10 分遅れ

て出発したことが入っていない、出発時間に差があ

るときは気を付ける」という対策記述の割合が高く

なっています。これは事前の数学成績を統制しても

有意になっているので、講座の一つの効果ではない

かと考えています。 

 

 次に、よい教訓を産出したことで、成績も上がっ

たのかを分析しました（Slide 16）。成績として、ここ

では遅延テストで最初に問題を解いてもらったとき

の正答率を見ています。結果は、残念ながら、成績

の違いはみられませんでした。 

 

 ただし、成績に違いが見られなかったことから、

前述した他者課題の違いは、「受講群のほうがより多

く解けていたから教訓の質が良かった」というわけ

ではないことが言えます。解けた人は当然、人に対

してうまくコメントができる、すなわち教訓の質が

当然高くなりますが、解けていなくても同じぐらい、

人の間違いに対して適切な教訓を出せるようになっ

ているということです。 

 この他に、いくつか興味深い結果が得られていま

す（Slide 17）。実は三つのフォローアップ講座のうち、

計算を選んだ生徒はかなり学力的に厳しいという特

徴があり、できるようになるために「とにかく解き

まくる」といった非認知主義的対応が、計算群で非

常に高くなっていました。例えば、文章題における

ミスがどうすればなくなるのかという対策記述にお

いて、「とにかく解きまくる」と書いてくるのです。

学力の低さの背景には、分析してもうまく抽出でき

ない、このような発想がかなり影響しているという

ことが見え隠れしました。 

 

 勉強方法に関する対策記述は、もう少し学力と関

連するのではないかと思ったのですが、意外と学力

が低い計算工夫群でも書けています（Slide 18）。学力

との関連がないので、一度それを書くのだと分かる

と、深く理解していなくても書けてしまうところが

あるのではないかと感じています。 

Slide 15 

Slide 16 
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5.残った課題 

 良い結果も見られた一方で、課題も多く残りまし

た（Slide 19）。他者課題以外で教訓の質に差がなく、

何よりも自己分析課題で差がなかったのです。これ

は残念な結果でした。柴さんと、なぜ自己分析で差

が出ないのか、他者分析で力が付いたら自己分析で

も差が出そうではないかと、いろいろ考えてみまし

た。 

 

 Slide 20 は、データの一部です。見ると分かってい

ただけるように、他者分析課題で 2 点取れている生

徒でも、自己分析課題は 0 点の生徒がざらにいます。

これはなぜかということを、元の帳票に戻って確認

していて、気がついたことがあります。 

 

 スライド 20 に、自分の解答と他者課題の時に示さ

れている解答を並列に示しています。自分の解答の

ときは、思考過程が読みにくいのがわかるのではな

いでしょうか。一方、他者課題では、「よく分からな

いまま、数字を使ってとにかく式を立てたけど、間

違った』と、きれいに分析されています。つまり、

自分が何で間違えたかを特定するのは、かなり難し

いのに対して、他者課題はその部分がきれいに示さ

れているのです。このため、間違いに気づきやすく

なっている可能性があります。 

 最終的に教訓を出すためには、解答を読み込んで、

しかも自分の誤答を読み込んで、そこから教訓を検

出するのですが、自分が誤答から何を考えていたの

かを見つけるのはかなり難しいことのようです。こ

の過程がかなり難しいのではないかということが分

かりました（Slide 21）。 

 

 一方で、教訓の質がある程度向上した事例も、個

別学習では報告されています。それは何をやってい

Slide 18 

Slide 19 

Slide 20 

Slide 21 
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たのかを考えてみました。カウンセラーが一緒に「あ

なたはどう考えたの？」と問い掛けて、説明しても

らっています。ということは、自分の思考過程を追

うことを、カウンセラーに手助けしてもらっている

のです。こういう状況では、自分がここを誤解して

いたということが分かりやすいのですが、生徒が自

分で自分の誤答を読むのはかなり難しいということ

が見えてきました。 

 従って、教訓の産出においては、例えば説明して

みるといったことを通して、自分の思考過程を意識

する力の育成も組み合わせていく必要があると思い

ます。 

 

6.失敗から学ぶ 

 失敗から学べる子にするためには、信念を変えて

いく必要性も感じます（Slide 22）。私には 4 歳の娘が

いますが、失敗は恥ずかしい、見たくないという気

持ちは、4 歳でもかなり強いです。これをどう打ち

砕いていくかが私の一つのテーマだと思っています。 

 

 また、学校の授業での振り返りです。「教えて考え

させる授業」などでは、良い振り返りの例を共有し

て質の向上につなげているような実践もあります。 

 さらに、家庭での小さいころの働き掛けです。子

どもは間違えると「自分は駄目だ」と思いがちです

が、「ここが分かってなかったからできなかった」「こ

れができればできる」という感覚に持っていくなど

です。滑澤実践のような参考になるものもあるので、

考えていきたいと思っています。 
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「テストでの失敗場面における親の関わり」 

鈴木 雅之（横浜国立大学） 

 

 学習で何か失敗してしまった場合、なぜ失敗して

しまったのか、原因をきちんと分析し、その結果を

学習改善につなげて学力向上を図っていくことが望

まれます（Slide 1）。 

 

 失敗をどのように活用するかという問題に関して

は、学習者の信念や失敗を活用するスキルも重要に

なってくると思いますが、そもそも失敗と向き合う

のか、どのように学習改善につなげていくのかに関

しては、子どもの学習に親がどのように関わってい

るかという点も重要になってくると考えられます。 

 

1.学習に対する親・家庭の影響 

 親や家庭の影響はそもそもどれぐらいあるものな

のでしょうか（Slide 2）。 

 

 結論から言うと、子どもの学習に対して親や家庭

は強い影響力を持っていることが幾つかの研究で示

されています。学力の階層差に関する教育社会学的

研究では、かなり古い段階で、学力への影響は学校

要因よりも家庭要因の方が大きいことが指摘されて

います。また、国内の教育社会学的研究においても、

親の学歴や職業、家庭の文化資本などが子どもの学

力や学習の仕方、つまり学習方略と関わっているこ

とが示されています。 

 こうした研究は、あくまでも家庭の属性に着目し

たものですが、親の関わりの影響について検討した

研究も幾つかあります。例えば、子どもにできるだ

け良い学校に入ってほしい、できるだけ高い成績を

取ってほしいといった教育期待が高い家庭の子ども

ほど学力が伸びる傾向にあることが、多くの研究に

よって示されています。また、子どもとのコミュニ

ケーションや宿題への関与、学校行事への参加の程

度が子どもの学力に影響していることも、多くの研

究によって示されています。 

 これらの研究では、どのくらい関わるかという量

に着目した研究が多く、どのように関わるかといっ

た質的な側面に着目したものはそれほど多くありま

せんが、親の関わりの影響は一定程度あることが示

されています。 

 では、失敗場面における親の関わりはどうでしょ

うか（Slide 3）。 

 

 2 年前のこのシンポジウムで私たちが発表した研

究では、失敗場面における親の関わり方を、三つの

側面に分類して研究を行っています。この研究はド

Slide 1 

Slide 2 

Slide 3 
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イツで取られた、小学校 5 年生から 5 年間追跡調査

したデータを使っています。実証能力としては、か

なり信頼できる結果を提供してくれるデータになっ

ています。 

 三つの側面の一つ目が罰です。これは失敗に対す

る負の情緒的な関与と定義することができます。子

どもを非難する、叱り付けるといった行動が該当し

ます。 

 二つ目は情緒的なサポートです。これは失敗に対

する正の情緒的関与と定義することができます。子

どもを慰める、次にまた頑張るようにと励ますとい

った行動が該当します。 

 三つ目は認知的サポートです。これは先の二つと

は異なり、子どもの認知面、つまり学習に直接関わ

るようなサポートになります。例えば、失敗の原因

や改善方法を一緒に検討するといった行動が該当し

ます。 

 これら三つの側面が、それぞれ子どもの学力にど

う影響しているのかを検討しました。 

 

2.失敗場面における親の関わりの効果 

 その結果、まず情緒的サポートと認知的サポート

は、メタ認知方略の使用を介して数学学力に影響を

与えていることが示されました（Slide 4）。 

 

 メタ認知方略とは、自分の学習状況を把握しなが

ら、今自分はここを分かっていないから、ここの単

元をこのように学習しようというように、自分の学

習状況をモニターして調整していくことだと言えま

す。簡単に言えば、きちんと失敗に向き合って、そ

れを活用するという方略です。親が情緒的サポート

や認知的サポートをすることで、子どもはきちんと

失敗に向き合い、その失敗を活用することができ、

それが学力向上につながっているということが実証

的に示されました。 

 罰に関しては、直接的に学力を低下させることが、

この結果では示されました。ただしこれは、子ども

を叱り付けることによって子どもの学力が下がると

いうことではなく、親が叱り付けることによって子

どもの学習意欲が低下したり、失敗したらどうしよ

うといった失敗不安が高まったりすることによって、

学力が低下したのではないかと考えられます。 

 このように、失敗場面において親がどのように関

わるのかも非常に重要であることが示されたのです

が、こうした研究にも幾つか問題点があります。そ

の中でも、親の関わり方について多様な側面を扱い

切れていない点を特に問題視しました（Slide 5）。 

 

 既にある調査のデータを使った分析なので、親の

関わり方について偏った側面しか着目できていない

という問題点があります。従って、親の関わり方を

分類した上で、あらためて検討を行うことが、今回

の研究の趣旨となっています。 

 本研究の目的は、まずどのような関わり方がある

のかという問題に関して、失敗場面における親の関

わり方をあらためて分類することです。 

 また、どのような親がどのような関わり方をして

いるのかを検討するために、親の特性と親の関わり

Slide 4 

Slide 5 
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方の関連についても検討しました。 

 さらに、どのような関わり方が効果的なのかにつ

いて検討するために、子どもの成績に対する親の関

わりの効果についても検討しました。 

 

3.研究の方法 

 ここからは方法についてです（Slide 6）。まず、予

備調査です。失敗場面における親の関わり方を測定

するための質問項目を集めるために、予備調査を行

いました。対象は、小学生以上の子どもを持つ親 100

名です。その 100 名の親に対して、子どもがテスト

で悪い点数を取ったときにどのように関わるかとい

った質問に、自由記述で回答を求めました。自由記

述の回答結果を分類・整理した上で、全部で 54 種類

の関わり方を特定し、本調査に使用しました。 

 

 次は本調査の内容です（Slide 7）。本調査では、小

学生の子どもを持つ親 400 名を対象にしました。た

だし、小学生の子どもが複数いる家庭もあるので、

その場合は、一番上の子どもについて答えるように

教示して回答を求めました。 

 一番上の子どもが小学校 3 年生だと回答した親が

100 名、小学校 4 年生だと回答した親が 100 名とい

うように、小学校 3～6 年生の子どもについて回答し

た親が各 100 名になるようにサンプリングしました。 

 また、父親と母親の人数が同じになるようにサン

プリングしています。一人の子どもについて、父親

か母親の一方のみが答える調査方法になっているの

で、その点だけご了承ください。 

 

 次は調査内容です（Slide 8）。まず人口統計学的な

変数として、親の年齢・性別・学歴、子どもの学年

と性別について回答を求めました。 

 

 また、子どもの失敗の頻度として、成績に関係す

るテストでどれくらい悪い点数を取ることがあるか

について親に回答を求めています。この質問で、1 回

も悪い点数を取ったことがない、つまり失敗したこ

とがないと回答した家庭は分析から除外しています。

失敗したことがないのに、どのように関わるか聞い

ても、実態を反映した回答が得られにくいと考えた

からです。 

 クラスの中でどれぐらいの成績かに関しても、親

に回答を求めています。 

 失敗場面における親の関わり方に関しては、先ほ

どの予備調査で集めた 54 項目について、どれぐらい

そのような関わり方をしているか回答を求めていま

す（Slide 9）。 

Slide 6 

Slide 7 

Slide 8 
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 また、親の学習観についても回答を求めています。

学習観というのは、ざっくり言うと、このような学

習方法が効果的だと考えるという信念です。この学

習観は細かく八つに分かれていますが、この研究で

はその八つを、認知主義的学習観と非認知主義的学

習観の 2 側面にさらに大別した上で分析に使ってい

ます。認知主義的学習観とは、意味を理解すること

や勉強方法を工夫すること、思考過程が大事であり、

失敗は次に活用するためのものであるという考え方

です。 

 

4.研究の結果 

 以下、結果になります（Slide 10）。まず、親の関わ

り方に幾つの側面があるのかについて、因子分析で

検討しました。その結果、親の関わり方には五つの

側面があることが示されました。 

 

 具体的なものは、Slide 11 のようになります。先に

紹介した三つの側面（罰・情緒的サポート・認知的

サポート）は、今回の研究でも抽出されています。

それ以外に、放任と受動的関与といった側面が新た

に見受けられました。放任とは、基本的には親は関

与しないといった態度で、本人に任せる、放ってお

くという行動がそれに該当します。受動的関与とは、

完全に放置するのではなく、子どもの方からアクシ

ョンしてきた場合は何かしらの対応をするという行

動です。 

 

 それぞれの関わり方を親がどれぐらいしているの

かを平均値で表したのが、Slide 12 です。 

 

 これを見ると、放任に関しては、学年を追うごと

に放任をする家庭が増えていく、放任をする頻度が

上がっていく傾向が見受けられます。学年が上がる

につれて自主性を重んじる、その子に任せることが

増えていくのだと思われます。 

 残り四つに関しては明確な傾向が見られなかった

のですが、4 年生以降の平均点に着目すると、受動

的関与や情緒的サポート、認知的サポートはだいぶ

Slide 9 

Slide 10 

Slide 11 

Slide 12 

-  49  -



13 

減っていき、罰は微増する傾向にあるという印象を

抱いています。 

 次は、どういった親がどういった関わり方をする

のかという問題について検討した分析結果です

（Slide 13）。 

 

 具体的には重回帰分析を行い、親の関わり方をど

ういった要因が予測するのか検討しました。まず、

母親の方が父親と比べて受動的関与や認知的サポー

トをする傾向にあるという結果が得られました。父

親よりも母親の方が子どもの学習に関わることが多

いという結果が見られたということです。また、学

習観との関連に関しては、認知主義的学習観の高い

親ほど受動的関与や情緒的サポート、認知的サポー

トをする傾向にあるという結果が得られました。一

方で、非認知主義的な学習観が高い親ほど、罰や放

任をする傾向にあるという結果が得られました。 

 Slide 14 が、重回帰分析の結果です。星が付いてい

るものが統計学的に有意、つまり意味があったもの

になります。 

 

 次に、どういった関わり方が効果的なのかという

問題です。今度も重回帰分析を行い、どういった要

因が子どもの成績を予測するのか検討を行いました

（Slide 15）。 

 

 その結果、学歴の高い親の子どもほど、子どもの

成績が高い傾向にあるという結果が得られました。

これはこれまでの教育社会学の研究で示されてきた

こととも一致しています。 

 親の関わり方との関連については、認知的サポー

トをする親の子どもほど成績が高く、罰を与える親

の子どもほど成績は低い傾向にあるという結果が得

られました。 

 以上の結果をまとめると、まず失敗場面における

親の関わり方には五つの側面があることが分かりま

した（Slide 16）。 

Slide 13 

Slide 14 

Slide 15 
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 どういったサポートが効果的なのかに関しては、

認知的サポートが学業達成を促進し、罰は妨害・阻

害するといった傾向が見られました。これは 2 年前

に本シンポジウムで発表した研究とも整合的な結果

なので、やはり情緒的な面だけではなく、学習面に

親が関わることが重要であるということが示された

と思います。 

 どういった親がどういう関わり方をするのかにつ

いては、認知主義的学習観の高い親ほど効果的な関

わり方をすることが結果として見られました。つま

り、どういった学習が効果的なのかといった信念は、

その人の学習の仕方に影響を与えるのみならず、他

者の学習や自分の子どもの学習に対する関わり方に

も関わってくるような重要な要因といえます。これ

らの結果から、児童・生徒の段階から適切な学習観

を形成することが重要であることも示せたと考えて

います。 

 重要なのは、親の学習観に子どもの成績との直接

的な関連が見られなかったことです。つまり、親が

どういう価値観や考え方を持っているかは、直接的

には子どもの学力にはあまり関連がなく、親の価値

観や考え方が親の行動に表れ、その行動に子どもの

学習は影響を受けているのではないかと考えられま

す。 

 

5.限界と今後の展望 

 最後に、本研究の限界と今後の展望です（Slide 17）。 

 

 今回、子どもの学習に対する効果を検討しました

が、子どもの成績の評定を親に求めているため、回

答にバイアスがあった、つまり子どもの実際の学力

を反映していない、実態からかけ離れている可能性

を否定することができません。従って、より適切な

学力の指標を使い、あらためて検討を行う必要があ

ると思います。 

 また、親の関わり方によって直接学力が上がると

は考えにくく、親の関わり方次第で学習する意欲や

学習の仕方が変わり、そのことによって学力が変わ

ってくることが考えられます。今後は、もう少し実

態に即したプロセス、メカニズムを検討していく必

要もあると考えています。 

 親の関わり方の分類に関しては、今回使用した項

目のうち、ほとんどが認知的サポートに分類されて

しまいました。私はこの研究をする際に、認知的サ

ポートの中にもあまり良くない側面があるのではな

いか、つまり、子どもが意味を考えずにひたすら丸

暗記をする、同じことをただ単に繰り返すといった

学習を促進・助長してしまうような、あまり効果的

ではない学習面へのサポートがあるのではないかと

考えていました。しかし、今回はそういった親の関

わり方を見いだすことはできなかったので、親の関

わり方の分類についてもあらためて考えて、もう少

し実態に近い関わり方を見いだしていく必要があり

ます。 

  

Slide 16 Slide 17 
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「自立した学習者を育成する個別指導のありかた 

―認知カウンセリングにおける初期診断に注目して―」 

福永 有加（東京大学） 

 

1.認知カウンセリングとは 

私の卒業論文のテーマは「自立した学習者を育成

する個別指導のありかた」で、認知カウンセリング

の特徴を明らかにするような研究を行いました。 

 まず、勉強がうまくいかないという悩みは私自身

もありましたし、多くの生徒が持っているものだと

思います（Slide 1）。逆に勉強がうまくいっている学

習者は、自立した学習者と言えるのではないかと考

えています。例えば、学習方略研究では、自立した

学習者は、家庭でも効果的な学習方法を使って学習

できる生徒のことを指していたり、自己調整学習研

究では学習サイクルがうまく回っていたりする生徒

のことを指していると言えます。 

 

 そのような自立した学習者を育成する個別学習指

導として、認知カウンセリングがあります。認知カ

ウンセリングに関しては、市川先生が Slide 2 のよう

に定義付けをされています。認知カウンセリングで

重要な考え方として、学習方略を身に付けるという

ことがあります。学習方略は、学習効果を高めるこ

とを目指して意図的に行う心的操作あるいは活動と

いわれています。認知カウンセリングではリハーサ

ル方略や精緻化方略、体制化方略、メタ認知的方略

など、効率的な学習方略を身に付けることが目指さ

れています。 

 

 私の経験ですが、大学 2 年次から個別学習塾でバ

イトをして、3 年次には認知カウンセリングのゼミ

を取って認知カウンセリングを経験しました。その

際には内容だけではなく、一人でも生徒が進んで勉

強ができるようになるにはどうしたらいいのか、こ

の生徒が一人で勉強できていないのはどうしてなの

かを考えながら指導しました（Slide 3）。 

 

 認知カウンセリングにおいて学習観や勉強方法に

アプローチできるのはとても魅力的だったのですが、

どうしても難しいと感じてしまいました。そこで、

私が今までやってきた個別指導の塾と認知カウンセ

リングでは一体何が違うのかを考えはじめました。 

 両者の違いを考えるにあたり、初期診断に着目し

て研究を始めました（Slide 4）。認知カウンセリング

のプロセスは、1 対 1 の個別指導で、90～120 分程度

の指導を 10 回程度行うそうです。初めにつまずきの

同定を行って、方針を決定します。ここまでの指導

を初期診断と呼んでいます。その後に本格的な指導

Slide 1 

Slide 2 

Slide 3 
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が行われます。指導終了後には、カウンセラー同士

でケース検討会を行います。 

 

 本格的な指導の前に、指導の方針を決定するプロ

セス（初期診断）が認知カウンセリングにはあり、

非常に重要です。ここでは指導方針の決定に先立ち、

生徒のつまずきの同定、つまり生徒理解が行われて

います。私は、認知カウセリングを体験して、こう

した段階が必要不可欠であると感じました。そこで、

こうした初期の生徒理解・生徒診断に着目して研究

を行おうと考えたのです。 

 また、研究を概観しても、認知カウンセリングに

おける方針決定のプロセスに着目した研究はあまり

ありませんでした。そこで本研究の目的は、認知カ

ウンセリングの特徴を方針決定までの初期診断に注

目しながら、具体的かつ探索的に明らかにすること

としました（Slide 5）。 

 

 また認知カウンセリングの特徴をあきらかにする

ために、他の個別学習相談と対比しました。Slide5 に

さまざまな子どもの学びの場をあげています。この

中から、大学生・大学院生による個別指導を取り上

げました。これは、塾・家庭教師・ボランティアと

して行われているもので、教師と生徒が 1 対 1 もし

くは 1 対 2 の形式ものを指します。こうした場面で

行われている個別学習相談と対比し、初期診断方針

決定過程の特徴をつかむことにしました。 

 

2.方法と結果 

 続いて方法です（Slide 6）。認知カウンセラーは博

士課程以上の方、もしくは大学で教鞭をとっていて、

知識も経験も十分な方々を対象としました。 

 

 家庭教師もしくは個別指導塾教師の経験のある大

学生・大学院生は表にまとめたとおりで、経験年数

（半年～6 年）、科目、主な生徒層がさまざまな方を

集めてインタビューしました。教育実習の経験やボ

ランティア活動も記載しましたが、指導方法に特別

な影響を与えてはいないようでした。 

 次はインタビュー内容です（Slide 7）。今回は、中

学 2 年生の女子生徒が「真面目にやっているけれど、

なかなか数学の問題が解けるようにならない」と訴

えている状況を想定した上で、６つの質問をしまし

た。最初の２つの質問は、生徒の初期の理解に関す

る質問です。３つ目で、指導方針について質問しま

した。４つ目に、初期・中期以降で子どもに対して

何を聞くかを伺い、５・６番目でプロフィールを聞

くという形になっています。 

Slide 4 

Slide 5 

Slide 6 
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 こちらのインタビューは、およそ 1 時間で行われ

ました。修正版グランデッドセオリーアプローチを

用いて分析しました。結果が Slide 8,9 です。 

 

 Slide8 が認知カウンセラー群の結果図です。 【】

内がカテゴリ名です。指導者の目的・目標意識が、

指導方針や「学習に関して知りたいこと」などに影

響を与えるという構造になっています。また、「学習

に関して知りたいこと」や「生徒を取り巻く環境」

によって、指導方針が決まるという構造になってい

ます。また、より円滑な指導をするに当たって、必

要な生徒の情報が調整的な働きをしていることが分

かります。 

 続いて、大学生・大学院生群の結果図です（Slide 

9）。こちらも指導者の目的・目標意識が、指導方針

や学習に関して知りたい情報に影響を与えています。

また、生徒について知りたい情報が指導方針に影響

を与えており、さらに円滑な指導というカテゴリが

調整的な働きをしていることが分かりました。 

 

 カテゴリや概念に関して違いはありましたが、ど

ちらの群でも、指導者の目的・目標意識が指導方針

や学習に関して知りたい情報などに影響を与え、実

際の情報に至るという大まかな流れは同じというこ

とが分かったので、指導者の目的・目標意識、指導

方針、学習に関して知りたい情報というステップに

分けて違いを確認していきたいと思います（Slide 10）。 

 

 

3.指導者の目的・目標意識の違い 

 まず、指導者の目的・目標意識の違いです（Slide 

11）。 

Slide 7 

Slide 8 

Slide 9 

Slide 10 
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 概念表（末尾参照）にはカテゴリ名、サブカテゴ

リ名、概念名と定義が書いてあります。一番右の吹

き出しに、その概念をよく表していると考えられる

発話例を一部入れました。発表では、網掛けしたと

ころを中心に見ていきます。 

 また、概念名の後ろの数字は、その概念に該当す

る発話をしたインタビュー協力者の人数です。例え

ば、大学生・大学院生群概念表の「指導者の目的・

目標意識」のカテゴリで「不安・困難の解消（2）」

と書いてあるのは、16 名中 2 名がこの概念に相当す

る発話をしたという意味です。 

 認知カウンセラー概念表のカテゴリ「指導者の目

的・目標意識」では、概念名「勉強方法・考え方を

変える（3）」というものがあります。具体的な発話

例を見ていきます。「全てにおいて対処するときは、

学習観を変えたいというよりは、勉強方法を変えて

学習観はいきなり変わらないけれど、この勉強方法

がいいっていうことを知ることで、学習観が変わる」

という発話があります。 

 概念名「環境に適応しながら学習することができ

る（5）」では、「既に持っている既有知識だとか、メ

タ認知の力みたいなことをその子の内的リソースだ

とすれば、周りにどう関わりながら学習を進めてい

くみたいなことは、外的リソースですよね。それを

両方、やっぱり考えて自立を図る」という発話があ

ります。 

 概念名「人生において主体的姿勢（2）」では、「勉

強方法を教えたいというよりは、社会で生き抜いて

いく態度、発想、志向性を変えていきたいから」と

いう発話もありました。 

 まとめると、認知カウンセラーは勉強の方法だけ

でなく、学習観の変容を目指したり、外的リソース・

内的リソースを正しく用いることを意図していたり、

学習にとどまらず主体性を持ってほしいと願ってい

ることが分かります。 

 一方で、大学生・大学院生群概念表のカテゴリ「指

導者の目的・目標意識」の概念名「一人でも学習で

きるようになる（3）」の発話例では、「重視している

のは、一人で勉強できる子になってほしいなってい

うのがあるから。問題ができるようにならないって

言ってるけど問題ができるようになったら『困った』

はなくなるわけじゃん。だからそこにすごい注力す

るかな」というものがあります。 

 概念名「学習の技術を伝える（5）」には、「塾でも

家でも問題を解きます、丸付けします、正しい答え

書き写します（中略）分からない問題は問題集にチ

ェック付けるように伝えてて」と、問題集の解き方

を指導するような発話が含まれています。 

 比較してみると、勉強方法は方略を身に付けてほ

しいというよりは、生徒による工夫を予定していな

い、具体的な勉強のやり方を指導していると言えま

す。学習方略を伝える際には生徒自身でやり方を模

索できるようになる、他科目への転移ができるよう

になるというのも指導者は期待する点とは大きく異

なると言えます。 

 また、他の概念名を見ると、「生徒の願望を叶える」

「（学習内容の）定着を行う」など、生徒の学習内容・

学習方法を補っていくような目的・目標意識を持っ

ているところが違いとして挙げられます。 

 

4.指導方針の違い 

 続いて、指導方針の違いについて説明します。指

導方針としては、Slide 12 のような概念が含まれます。 

Slide 11 
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 認知カウンセラー概念表では、カテゴリ「指導者

の目的・目標意識」の中に、概念名「主体性を高め

る（2）」があります。こちらでは、「やったらいける

かもっていうふうに思うと、それだけでも机に向か

う力になるんですよね」や、「主体性は大事だと思い

ますか？」という問いにする、「大事だと思いますよ。

そうすればこちらのカウンセリングが不十分でも、

本人が補えるからね」という発話があります。 

 概念名「学習方法と学習観を随時改善（5）」では、

「具体的な勉強方法の指導とセットにします。意味

理解するの大事だって言われても、そのやり方が分

からないとできないじゃないですか（中略）（問題が

解けるようになったときに）今できたのは、やっぱ

りちゃんと意味考えてたからだよねって後押しする

感じです」という発話があります。 

 指導方針でもはっきり学習観の変化を促そうとい

う意識が見られるのと、生徒の主体性を高めるとき

にも、上から持ち上げていくようなやる気の高め方

があると考えられます。 

 一方で、大学生・大学院生ではどのようになって

いたかというと、大学生・大学院生の概念表のカテ

ゴリ「指導方針」の概念名「モチベーションを上げ

る（5）」の発話は、「やる気ない子だったら最初のう

ちに、（指導者も数学が）嫌いそうだぞとかにおわせ

ておいて、嫌いなんですけど数学、で親しみを持っ

てもらって、分かってもらえる感を出しつつ」とい

うように、生徒と同じ目線に立つ、生徒に同情する

ようなやる気の上げ方をしています。 

 また、16 人中 10 人が相当した、概念名「『できな

い』を中心にした授業をする（10）」の発話例には、

「（数学が本当に）分かんない子だったら解説が中心

の授業になる。基本は学校でやってきたことの補習

を塾でやるんだけど、多分学校で分かってないから

（中略）計算ミスとか時間がかかる系の子は基本的

に分かっていることが多いから」とあります。つま

り、学習内容や学習スキル等の不足しているところ

を補っていく指導を目指していると言えます。 

 また、概念名「宿題で補う（2）」や「授業内容の

定着（2）」では、スキルや習慣を補うという指導方

針を打ち立てていることが分かります。 

 

5.学習に関して知りたい情報等の違い 

 次に、学習に関して知りたいことをはじめとした、

生徒について知りたい情報の違いです（Slide 13）。 

 

 認知カウンセラー群の概念表をご覧ください。「説

明できるくらいに理解しようとする（3）」「効果的に

振り返れる学習の工夫（4）」「わからないときに工夫

する（4）」「ノートや教材の活用方法（2）」という概

念を網掛けしました。そちらの発話例をご覧になり

ながら聞いてください。 

 勉強方法を見る視点として、失敗活用方略やメタ

認知的方略、外的リソース活用方略などの視点を指

導者が持っていることが分かります。また、サブカ

テゴリの「つまずきの元」は、学習の知識、学習観、

学習方略の三つに帰着できると言えます。かつ、「生

徒を取り巻く環境」も、点線の矢印で示しているよ

Slide 12 

Slide 13 
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うに、学習への態度やつまずきの元への影響を与え

るという観点から聞いています。 

 認知カウンセリングでは、生徒が環境から受ける

影響をより重視して聞いていることが分かります。

一方、大学生・大学院生では、数学ができない原因

に関しても、概念名「演習結果に基づく『できない』

箇所」など、生徒の課題を細かく具体的に分析して

いることが分かりました。また、概念表の数字を見

ると分かると思いますが、多くの方が含まれる概念

がほとんどなく、共通の観点が少ないことが分かり

ました。 

 

6.円滑な指導をするために 

 最後に、円滑な指導をするために着目しているこ

との違いです（Slide 14）。 

 

 認知カウンセラーは、言葉での説明が多いので、

指導に影響を与える言語力に注目していることが分

かりました。生徒が知らない学習のコツを伝えてい

くことにも注目し、生徒が今困っていると直接訴え

られないニーズにも応えられていることが分かりま

した。 

 大学生・大学院生は、先ほどのやる気を持ち上げ

ることと少し似ていますが、生徒が聞いてくれる・

受け入れてくれる説明方法を求める傾向があります。

年が近いこともあって、生徒と近い目線・生徒の立

場に立つことが多いからだと考えられます。 

 

7.考察 

 以上のことを踏まえて考察します（Slide 15）。 

 

 認知カウンセラーは、学習方略、学習観、知識に

基づいて煩雑にならない生徒診断を行っていること

が分かりました。学習観・学習方略をセットで伝え

ていくことで、学習への取り組み姿勢を身に付けら

れる指導となっていました。 

 大学生・大学院生は、自身の経験や生徒・保護者

からの要望、塾からの要望に応じて指導を行ってい

ること、生徒と近しい目線で指導者が考えているこ

とが分かりました。結果として、生徒の現状の課題

を解決する学習内容を重視した指導が行われている

ことが分かりました。 

 また、学校の指導とどう関わっているのかも考察

しました（Slide 16）。下地・吉崎（1990）の、授業中

における教師の生徒理解に関する研究では、教師は

手掛かりとして、音声手掛かり、動作手掛かり、ノ

ート・板書手掛かりを用いて、理解度、つまずき、

意欲・やる気、自信・不安を判断していることが明

らかになっています。 

Slide 14 

Slide 15 
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 生徒の理解状況の手掛かりは、個別学習指導と同

様であることが分かりました。しかし、どこで分か

らないのか、できていないのかの元を診断できるの

が、個別学習指導の特徴だと言えます。また、勉強

方法・学習観に注目し、意欲も改善していこうとす

る認知カウンセリングの特徴との違いがここで明ら

かになったと思います。 

 チーム援助も学校の指導では行われているそうで

す（Slide 17）。八並（2008）によると、生徒の個人的

な自助資源と、生徒の周りにある援助資源を活用し

ています。これは特に認知カウンセリングで見られ

た、生活全体を見た上で、生徒個人と生徒の周りの

外的リソースをうまく使っていくという点と同じだ

と言えます。 

 

 

8.限界と今後の展望 

 最後に、本研究の限界に触れます（Slide 18）。女子

中学 2 年生に限定したことで、高校生だったらどう

なのかということや、男子だったらどうなのかとい

う違いを明らかにできませんでした。また、指導者

の経験差や、大学生・大学院生の場合は所属する塾

の影響をどの程度受けるのかも考慮できませんでし

た。初期診断を想定していない指導者も何人かいた

ので、そのあたりをうまく伝えられなかった面もあ

ると思います。 

 

 今後の展望としては、Slide 19 のようなことがあ

るのではないかと考えています。

 

  

Slide 16 

Slide 17 

Slide 18 

Slide 19 
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閉会挨拶 

Emmanuel Manalo（京都大学） 

 

 I would like to show a painting or sketch by Francisco 

Goya, which is entitled The Sleep of  Reason Produces Monsters. 

 冒頭に、フランシス・ゴヤの「The Sleep of  Reason 

Produces Monsters」をお見せします。これは考えるこ

とをやめてしまうとモンスターが現れる、思考を止

めるなということを示唆した絵です。 

 Does anyone know of  the term ‘post-truth’? 

 「post truth」という言葉をご存じの方はいらっし

ゃいますか。 

 It is important because ‘post-truth’ was chosen by 

Oxford Dictionaries in the US and in the UK as the Word of  

the Year for 2016.  The Word of  the Year best represents 

the previous year in language. 

 これは海外では結構なはやり言葉です。オックス

フォード英語辞典が、2016 年を最も象徴する語とし

て選びました。 

 Perhaps you are not familiar with the word post-truth, 

but it is an adjective, so you can use it in phrases like ‘post-

truth politics’, ‘post-truth society’, ‘post-truth environment’, 

and so on.  It denotes circumstances in which objective 

facts are less influential in shaping public opinion than 

appeals to emotion and personal belief. 

 「post truth」は形容詞で、「post truth politics」「post 

truth society」「post truth environment」のように使いま

す。社会の意見形成において、エビデンスではなく、

感情や個人的な信念に訴えかけるようなものが大き

な影響力を持つ環境のことを指します。 

 Post-truth politics and post-truth society resulted in 

unbelievable things happening in the world in 2016 such as 

Brexit and Donald Trump being elected.  For the some 

reason, a wall is going to be made to prevent Mexicans from 

coming across the border in the US.  Then also the Muslim 

ban came into effect.  Those kinds of  things are happening 

in our society now.  I showed you this word because I think 

it reflects an important reality that we are dealing with in the 

current society.  Things like objectivity, the ability to reason 

and consider objective facts are increasingly being eroded in 

this kind of  environment. 

 イギリスが EU から離脱する Brexit、ドナルド・ト

ランプの大統領選当選、メキシコとアメリカの国境

の壁の建設計画、ムスリムという理由だけでの追放

といった、感情に訴えた、エビデンスに基づかない

意思決定が次々と起こってしまったのが 2016 年で

す。なぜ、この言葉をあえてここで出したかという

と、この状況から分かるように、社会において、エ

ビデンスに基づいてロジカルに物を判断しなくなっ

てきているという危機的な状況が存在しており、そ

れを象徴する言葉だからです。 

 I want to link this to the fact that we as educators have 

very serious educational responsibilities.  We have 

responsibilities to cultivate students who are able to think and 

meaningfully learn, which becomes even more important in 

this kind of  environment.  Some aspects of  learning we 

have talked about in today’s symposium about interactive 

learning, deep learning, independent learning, and 

independent thinking are even more important now than 

before.  This is because of  the current environment that we 

have to deal with.  For researchers, another responsibility is 

to undertake research that will really help in promoting this.  

This is not research for the sake of  research, but research that 

will actually help in cultivating students who are able to think, 

reason, consider evidence, and all of  those important things 

that learning should lead people towards. 

 このような状況に対して教育が持つ責任は非常に

大きいであろうということは、ここにいる皆さんに

共有していただけるのではないかと思います。この

ような状況だからこそ、深く理解し、協働の中で学

び、自立して学習を進め、判断する人を育てていか

なければいけません。研究のための研究ではなく、

社会がうまく回っていくための研究が今まさに必要

とされています。 

 To report on research progress, 2016 was the third year 

of  operation for the education failure project lead by 

-  60  -



2 

Professor Ichikawa.  Some research reported today relates 

directly to that.  The others relate to the research done in 

the second year of  the 21st Century Skills project that we are 

doing.  2017 will be the third year of  that project. 

 2016年は私たちにとってどんな年だったかという

と、「失敗を教育に活かす」の 3 年目の年であり、21

世紀スキル科研の 2 年目の年でした。 

 We hope that some of  this research will directly lead to 

this connection. 

 私たちは、ここで行われた研究が先ほど述べた問

題に直接的に寄与すればと考えています。 

 I would like to ask you to consider the relevance to you 

of  today’s symposium.  What did you personally learn today 

that was important?  Also, how can you apply what you 

have learned in the work that you do?  Especially if  you are 

doing research or engaged in providing education, how can 

you apply what you have learned to promote thinking skills 

or learning in students in the work that you do?  Please take 

two minutes to consider and then share what you have 

learned with one or two other people near you.  If  we 

consciously think about this now, then the probability is 

higher that we will be able to apply this within the next few 

months or year. 

 最後に、このシンポジウムが皆さんにとってどの

ような関係性を持ったかということを少しの時間で

もいいので考えていただきたいと思っています。今

日聞いた中で、あなたに関係する大事だと思ったこ

とは何でしょうか。また、この中であなたの仕事や

学習、研究に寄与すると思ったことは何かあります

か。意識しておくということが何かにつながる可能

性が十分にあります。特に他の人のことを考えなく

ていいので、あなたにとってのここに来た意味、ご

自身にとってこのシンポジウムがどんな意味を持っ

たかということを 2 分間でお手元の紙に書いていた

だきたいと思います。その後、近くの人と 2 分間で

共有してください。 

 

＜ディスカッション＞ 

 

 I hope that you have been able to consider some of  the 

important things that might apply to you based on what you 

have learned during the symposium today.  I hope that 

there was something fruitful to come out of  today that will 

help you in your work, study, or research endeavors. 

 I would like to finish by thanking people.  Professor 

Ichikawa, thank you very much for your organization, 

especially of  the projects and people.  I would also like to 

thank Dr. Uesaka for the organization of  the symposium and 

everything, as well as Dr. Shinogaya for the venue and 

coordinating today’s set-up.  The members of  our two 

research projects have worked very hard, and what you saw 

today is just the tip of  the iceberg as far as the work that has 

actually been done in those two research projects this year.  

There are quite a few graduate students and staff  associated 

with these projects that have helped a lot today.  The Japan 

Society for the Promotion of  Science has been funding these 

projects for the past two or three years. 

 Every year I say this during the closing, but I want to 

sincerely thank you for participating in today’s symposium.  

Every year since 2011 when we started doing these symposia 

we have been looking forward to this time of  the year when 

you will come here and we get an opportunity to share with 

you what we have been doing.  Every year this is the 

highlight of  the year for us.  It really motivates us and gives 

us much impetus to do excellent work for the next 12 months 

so that when many of  you come back the next year we can 

report more progress in the work we are doing.  I would like 

to sincerely thank you for that contribution as well as the 

feedback that you have been providing us. 

 市川先生、本プロジェクト全体のメンバーを率い

てくださってありがとうございます。植阪先生、本

シンポジウムやその他いろいろなことをマネージし

てくださり、感謝いたします。篠ヶ谷先生、今回ロ

ーカルのチェアとして、全てセッティングしてくだ

さってありがとうございます。二つのチームプロジ

ェクトメンバー、院生の皆さん、スタッフ、この研
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究をサポートしてくれている日本学術振興会にも感

謝申し上げます。 

 最後に、これは毎年申し上げていることですが、

このシンポジウムに参加してくださった皆さんに心

から感謝を申し上げます。ここで紹介している研究

は、1 年間に行った研究の氷山の一角で、本当はも

っとたくさんあります。しかし、ここで紹介して皆

さんからご意見を頂くことが、またいろいろな研究

をしたい、来年はこんなことをやってみようという

私たちのモチベーションになっています。こういう

ものがあるからこそ、来年こそこういうものを見せ

たいという思いでもっともっと先に進んでいくこと

ができました。来年も皆さんとお会いして、刺激を

与えていただくことを楽しみにしています。 
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